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世界トップレベル研究拠点プログラム（WPI） 

平 成 ２ ４ 年 度 拠 点 構 想 進 捗 状 況 報 告 書（中間評価後） 

ホスト機関名 京都大学 ホスト機関長名  松本 紘 

拠 点 名 物質－細胞統合システム拠点（iCeMS） 拠 点 長 名  北川 進 

 
全様式共通の注意事項： 
※特に指定のない限り、平成25年3月31日現在の内容で作成すること。 
※本年度のフォローアップは中間評価後に見直した拠点構想に基づいて行うため、本報告書は見直した拠点構想
の観点から記述すること。 

※文中で金額を記載する際は円表記とすること。この際、外貨を円に換算する必要がある場合は、使用したレー
トを併記すること。 

 

拠点構想進捗状況の概要（２ページ内に収めること） 

 
1. 世界最高水準の研究 
１）世界的偉業：iCeMS 主任研究者（PI）で CiRA 所長である山中教授が英国ケンブリッジ大

学ジョン・ガードン卿とともに 2012 年ノーベル生理学・医学賞を受賞。2013 年 4 月より iCeMS
学術顧問に就任。 

２）発表論文：2012 年、216 報の査読論文を発表。うち 29 報（13%）がインパクトファクタ

ー（IF）10以上のジャーナルに掲載され、6報がトムソンロイター社Essential Science Indicators 
2013 年 5 月の集計で分野別の被引用回数トップ 1%（ホットペーパー）に選ばれた。  

３）獲得研究資金：iCeMS 研究者による獲得資金は総額 17 億 5,900 万円。内訳は、科学研究費

補助金 4 億円、最先端・次世代研究開発支援プログラム 1 億 6,500 万円、受託研究費 9 億 8,300
万円、その他の競争的資金 2 億 1,100 万円。 

 
2. 融合研究の推進 
１）学際研究: 特に学際的な査読論文を 45 報、学際的な査読論文を 77 報発表。うち 20 報（16%）

が IF10 以上のジャーナルに掲載され、また 3 報が分野別の被引用回数トップ 1%（ホットペー

パー）に選ばれた。 

２）メゾスコピック領域での研究：メゾスコピック領域の査読論文を 51 報、メゾスコピック領

域に関係する査読論文を 73 報発表。うち 22 報（18%）が IF10 以上のジャーナルに掲載され、

また 5 報が分野別の被引用回数トップ 1%（ホットペーパー）に選ばれた。 

３）融合研究推進に向けた戦略：１、2013 年度に重点化のための新プロジェクト発動を決定。 
2､事務機能として研究企画専任の新部署を設置。 3､iCeMS 学際融合共同研究推進プロジェク

トの継続実施。 4､桂ラボ（高分子化学）との共同研究。 5､常勤スタッフ配置によるイメージ

ングセンターCeMI の強化。 6､国内サテライトである岐阜大学応用生物科学部との共同研究。 
 
3. 国際化 
１）国際ジャーナル誌「Biomaterials Science」を英国王立化学会（RSC）と共同創刊し、2013
年 3 月、編集委員を招いてのキックオフシンポジウムを開催。2013 年 3 月現在、オンライン

版で論文 39 報及びレビュー7 報等を掲載。 

２）若手研究者の積極的な海外派遣：2010 年度以来、JSPS の助成による若手研究者海外派遣

プログラムを実施しており、2012 年度は 27 名の若手研究者が国際的共同研究と将来のキャリ

アアップを求めて世界的な研究機関を訪問した。2013 年以降は後継プログラムを iCeMS 予算

により継続することとなっている。 

３）国際シンポジウム：10 件の国際シンポジウムを開催。北京とメルボルンでうち 1 件ずつを

開催し、前者では北京大学･清華大学生命科学研究所（CLS）と学術交流協定（MoU）を締結

した。 
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4. システム改革 
京都大学では教育研究組織改革の検討が本格的に進められている。こうした野心的な改革プロ

セスの中で、WPI の先進的な目標設定やこれまで実績が再認識され評価されている。吉田南構

内共通事務部内への国際企画室の設置や学術研究支援室（KURA）の新設は、いずれも大学改

革における iCeMS の影響の表れといえる。 
 
5. 拠点の中長期的な発展を確保するための取り組み 
１）北川新拠点長の就任：iCeMS では、中辻前拠点長が先導した「細胞制御のための材料

（Materials for cell control）」の視点からの統合研究に加え、物質科学の視点から統合研究を

北川教授のもとで大きく進めることによって、「細胞機能に触発された新材料（Cell-inspired 
materials）」の研究など、さらに新しい物質－細胞科学の統合研究を一層発展させるべき時期

に至ったものと判断した。 

２）研究ビジョンの確立：北川拠点長のもと、物質と生命の境界であるメゾスコピックな研究

領域を掘り下げ、究極的には物質－細胞統合科学という新研究領域の開拓を目指して、2 つの

重点研究領域を設定した。これは以下 2 つの問題に焦点をあてた研究の推進を意味するもので

ある。 

問題 1：「メゾスコピックな細胞機能を科学で理解し、操作する物質を創製することは可能か」

これは細胞制御のための材料（Materials for cell control）研究であり、具体的には以下の 3
つの重点課題により進められることとなる。すなわち、1.幹細胞における遺伝子発現の制御 2.
細胞膜における協同的機能 3.生体ガスの操作 である。 

問題 2：「メゾスコピックな細胞機構を物質で再現し、操作することは可能か」 
こちらは細胞機能に触発された新材料（Cell-inspired materials）研究であり、具体的に以下

2 つの重点課題を追及することとなる。つまり、1.細胞機能に着想を得た物質 2.細胞における

エネルギー貯蔵 である。 

３）組織改革 
新執行部：北川拠点長と上杉及び影山副拠点長で構成される新執行部は、国際･学際分野とも

に強く、細胞と物質の境界を行き来するこの新たな研究領域において、iCeMS を正しくリード

するにふさわしい陣容である。 
新主任研究者（PI）：影山龍一郎教授（神経幹細胞生物学）と、斎藤通紀教授（生殖細胞生物

学）という、著名な研究者 2 名を PI として新たに迎え入れた。 

４）WPI プログラム実施期間終了後の取組 
京都大学では、WPI プログラムの目標設定や iCeMS による成果をベースに、学際領域や未科

学を含む新領域研究を目的とする新たな研究所の設立を目指して動き出しており、全学的な教

育研究組織改革の一環として検討を重ねている。 
 
7. 平成 24 年度フォローアップ結果（現地視察報告書を含む）への対応 
WPI プログラム委員会の助言に従って問題解決を行っている。新拠点長の研究ビジョンを確立

し、研究拠点としてのミッションを新たにした。現在進行中の研究プロジェクトを注意深くレビ

ューし、10 課題にまで絞り込んだ。また、生物学の強化に向けて 2 名の著名研究者を迎え入れ、

主任研究者の入れ替えを行った。 
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・以下の各観点について、拠点構想の進捗を簡潔かつ明解に記述すること。 

・１～６の各観点については、 
（ⅰ）世界トップレベルの研究が実施されているか（異分野融合による研究が進捗しているかを含む） 
（ⅱ）真の「世界トップレベル拠点」に向けた積極的な取組がなされているか 
（ⅲ）拠点の中長期的な発展を確保するための取組が着実に実施されているか 
に対応する内容に重点を置くこと。 

・本報告書（添付様式を除く）は10ページ～20ページの範囲で作成すること。 

 
1. 世界最高水準の研究 

※「世界的レベルを評価する際の指標等について、これまでの評価指標・手法による結果のアップデートや評
価指標・手法そのものの改善があったものについて記載すること。 

（１）山中伸弥教授による世界的偉業の達成 
iCeMS の PI で iPS 細胞研究所（CiRA）所長である山中教授が、英国ケンブリッジ大学ジョン・

ガードン卿とともに、成熟した細胞の多能性を持つ細胞への初期化の発見について、2012 年ノ

ーベル生理学・医学賞を受賞した。この栄誉を称え、iCeMS では平成 25 年 4 月の学術顧問就

任を要請し、受諾された。iCeMS と CiRA の組織間連携及び共同研究については、第 5 章で詳

述する。 
 
（２）発表論文 
a) 平成 23 年度まで 
iCeMS では細胞生物学、化学、物理学において目覚ましい成果を残しており、平成 23 年度（平

成 24 年 3 月まで）に 663 報の論文が発表され、うち 85 報（13％）がインパクトファクター

（IF）10 以上のジャーナルの掲載されている。代表的なものが 1) 山中グループによる細胞初

期化と iPS 細胞件に関する研究であり、Nature（2011 年、2009 年）、Science（2008 年、2008
年）、Cell（2007 年）等に掲載されており、2) 北川グループによる多孔性材料の研究が Nature
系ジャーナル誌に 8 報、Angew Chem Int Ed（IF は 13.5 で、レビュー誌を除けばこの分野で

最高値）に 13 報掲載されている。 
 
b) 平成 24 年 

平成24年は、216報の論文を発表し、うち29報（13％）がIF10以上のジャーナルに掲載（ト

ムソンロイター社Thomson Reuters Journal Citation Reports Science Edition 2011年版に登録さ

れている全論文のうちIF 10以上のジャーナルは1.8％)、また6報がトムソンロイター社Essential 
Science Indicators 2013年5月の集計で分野別の被引用回数トップ1%（ホットペーパー）に選

ばれた。 

この数字は、iCeMS が影響力のある論文を発表していることを如実に示している（詳細につい

ては第2章「融合研究の推進」を参照）。全論文リストについては添付資料１を参照のこと。6
報のホットペーパについては特にセクションD（P.17）に記載。 

 
（３）これまでの受賞歴と平成 24 年度の受賞 
a) 平成 23 年度まで 

平成19 年以降平成22 年度までの主な受賞実績：トムソンロイター引用栄誉賞受賞（北川教授、

山中教授／平成22 年）、アルバート・ラスカー基礎医学研究賞受賞（山中教授／平成21年）、

フンボルト賞受賞（北川教授／平成20 年）、文部科学省科学技術政策研究所ナイスステップ

（NISTEP）研究者（今堀教授／平成19 年）、米国科学アカデミー会員（ホイザー教授、山中

教授／平成23年5 月）、和歌山県文化賞（中辻教授／平成23年）、ISSCRマキュアンセンター・

イノベーション賞（山中教授／平成23年）、京都新聞大賞（北川教授／平成23年）、日本学術

会議会員（北川教授／平成23年）、平成23 年度科学技術分野の文部科学大臣表彰科学技術賞

（研究部門）（北川教授／平成23年）、ドイツイノベーションアワード「ゴットフリード・ワ

グネル賞2010」（上杉教授／平成23年）。 

 
b) 平成 24 年度 

平成 24 年度の受賞実績： 

シニア研究者：ノーベル生理学・医学賞（山中教授／平成 24 年）、生命科学ブレークスルー賞
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（山中教授／平成 25 年）、ドラッグ・ターゲティング誌特別功労賞（橋田教授／平成 24 年）、

ミレニアム技術大賞（山中教授／平成 24 年）、ミレニアム技術賞（山中教授／平成 24 年）、文

化勲章（山中教授／平成 24 年）、第 19 回ゴールド･メダル（読売テクノ・フォーラム）（斎藤

教授／平成 25 年） 

若手研究者：情報教育シンポジウム SSS2012 優秀デモ・ポスター賞（森村助教、加納准教授、

水町研究員／平成 24 年）、第 7 回 日本物理学会若手奨励賞（廣理助教／平成 24 年） 
 
（４）獲得研究資金［獲得者、年間獲得資金（円）］  

iCeMS 研究者による獲得資金は総額 17 億 5900 万円。内訳は、科学研究費補助金 4 億円、最先

端・次世代研究開発支援プログラム 1 億 6500 万円、受託研究費 9 億 8300 万円、その他の競争

的資金 2 億 1100 万円。 

a) 平成 24 年度継続中の主な競争的資金 

• 内閣府 最先端研究開発支援プログラム「iPS 細胞再生医療応用プロジェクト」［山中教授、

1,225 百万］ 
• 内閣府 最先端・次世代研究開発支援プログラム［原田教授、見学准教授、仙石准教授、上

野准教授、上杉教授、各 41 百万］ 
• 新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）「ヒト幹細胞産業応用促進基盤技術開発：

ヒト幹細胞実用化に向けた評価基盤技術開発」［中辻教授、282 百万］ 
• 科学技術振興機構（JST） 研究成果展開事業 先端計測分析技術・機器開発プログラム［楠

見教授、12 百万］ 
• 科学技術振興機構（JST） 先端的低炭素化技術開発［今堀教授、26 百万］ 
• 科学技術振興機構（JST） 戦略的創造研究推進事業（さきがけ）［田中教授 46 百万、津中

講師 15 百万、有吉准教授 14 百万］ 
• 文部科学省 再生医療の実現化プロジェクト［山中教授、1,535 百万］ 
• 新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO） 

 多孔性材料研究開発［北川教授、98 百万］ 
 
b) 平成 24 年度、新規獲得の競争的資金 

• 経済産業省 委託共同研究（METI） 
 ソーラー水素等製造プロセス技術開発（田中特任教授、92 百万） 
 窒化鉄ナノ粒子のバルク体化技術研究開発（高野教授、21 百万） 

• 科学技術振興機構（JST）戦略的創造研究推進事業 
 ACT-C（先導的物質変換領域）（北川教授、66 百万） 

• 農業・食品産業技術総合研究機構 イノベーション創出基礎的研究推進事業（植田教授、17
百万） 

 
2. 融合研究の推進 

細胞制御のための材料（Materials for cell control）開発のプロジェクトでは、系統的に変化

させた有機誘導体からなるエピジェネティックなスイッチの創製に成功した。また、細胞膜プロ

ジェクトでは、メゾスケールのラフト生成の第一段階となり機能の基本単位となる単位ラフトを

発見した。これらは、染色体と細胞膜という具体的な系において、メゾスケール領域の研究を結

実させた好例となった。 

細胞機能に触発された新材料（Cell-inspired materials）開発のプロジェクトでは、タンパク

質や DNA を用いたモーターや機械の作成に成功した。また、集合構造の制御法開発を進め、様々

な大きさの多孔性材料とメゾスケール結晶の設計と創製に成功し、細胞生物への応用が可能とな

った。これらは、このプロジェクトがさらに大きく発展する可能性を示す。 

 

（１）学際研究論文／メゾスコピック領域研究論文の発表 

a) 平成 23 年度まで 

学際研究論文：特に学際的な査読論文 14 報、学際的な査読論文 59 報を発表しており、うち 5
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報（7％）が IF10 以上のジャーナルに掲載された。 

メゾスコピック領域研究論文：3 報のメゾスコピック領域の査読論文（タイトルに「mesoscopic」
「mesoscale」「meso-domain」のいずれかを含むもの)を発表した。 

 
b) 平成 24 年 

学際研究論文：特に学際的な査読論文を 45 報、学際的な査読論文を 77 報発表。うち 20 報

（16%）が IF10 以上のジャーナルに掲載され、また 3 報が分野別の被引用回数トップ 1%（ホ

ットペーパー）に選ばれた。IF10 以上の 20 報については添付資料１（セクション E）を参照

のこと。 

メゾスコピック領域研究論文：メゾスコピック領域の査読論文を 51 報、メゾスコピック領域

に関係する査読論文を 73 報発表。うち 22 報（18%）が IF10 以上のジャーナルに掲載され、

また 5 報が分野別の被引用回数トップ 1%（ホットペーパー）に選ばれた。IF10 以上の 22 報

については添付資料１（セクション F）を参照のこと。 
 
（２）注目すべき論文の概要紹介 

合計 216 報の発表論文のなかから、メゾスコピックドメインにおける学際研究上のインパクト

の大きな数報を以下に紹介する。最初の 4 報は北川新拠点長の新研究ビジョン（詳細は P.14）
に沿ったものであり、後半 4 報（うち一方はレビュー）は新研究領域の開拓を目指す広い意味

でのメゾスコピック領域研究に関するものである。 

a) 細胞制御のための材料（Materials for cell control） 
 ［中辻、上杉、ホイザー、山本グループ］Cell Reports 2, 1448–1460, A Small Molecule that 

Promotes Cardiac Differentiation of Human Pluripotent Stem Cells under Defined, 
Cytokine- and Xeno-free Conditions [IF n/a] 
中辻、上杉、ホイザー、山本グループでは、ヒト胚性幹（ES）細胞やヒト人工多能性幹（iPS）
細胞を高効率に心筋細胞に分化促進させる新しい小分子化合物 KY02111 を発見し、それを

用いることによって、高価な増殖因子や安全面で懸念のある動物由来成分を含まない新しい

心筋分化誘導法を開発した。KY02111 を用いることで、高価な増殖因子やウシ血清等の動

物由来成分を使用しない、高効率な心筋分化誘導法を世界で初めて開発することに成功した。

この心筋分化誘導法をヒト ES/iPS 細胞のいくつかの細胞株で試したところ、すべての 
ES/iPS 細胞株において、安定した高い心筋分化効率が得られ、最大 98%の高純度の心筋細

胞を得ることができた。また、この心筋細胞について心筋特異的分子の発現解析や電気生理

学的な薬剤応答性の解析、電子顕微鏡による解析等を行ったところ、従来の方法で得られる

心筋細胞より比較的成熟した心筋細胞であることを確認した。この成果は ES/iPS 細胞から

作る細胞の移植といった再生医療の実現化に大きく貢献する成果であるとともに、新薬の心

毒性スクリーニングシステムの開発や心臓病の治療法の開発に役立つことが期待され、ヒト 
ES/iPS 細胞を用いた心臓病の再生医療の実現化に大きく貢献することが期待される。 

 
 ［杉山グループ］Sci. Rep. 2, 544, A synthetic small molecule for rapid induction of 

multiple pluripotency genes in mouse embryonic fibroblasts. [IF n/a] 
細胞の再プログラム化には、エピジェネティックな情報によって正確に調節されているゲノ

ム全体にわたる遺伝子発現の大きな変化が関与すると考えられている。これまでいくつかの

低分子が、エピジェネティックな修飾を人為的に誘導することが示されている。杉山グルー

プでは、DNA に特異的に結合するヘアピン状のピロールイミダゾールポリアミド（PIP）を、

SAHA のようなクロマチンを修飾するヒストン脱アセチル化酵素阻害剤と結合させると、マ

ウス胎児線維芽細胞でいくつかの全能性遺伝子をエピジェネティックな変化によって活性

化することを明らかにした。SAHA-PIP の効果を改善する過程で、我々は、Oct-3/4 および

Nanog の内因性発現を著しく誘導するδと呼ぶ新規化合物を同定した。全ゲノム遺伝子解

析の結果、δはわずか 24 時間 nM 濃度で処理するだけで、Rex1 および Cdh1 を含む複数の

全能性に関連した遺伝子群を 10 倍以上誘導することを示した。δで処理した MEF はまた、

複雑な遺伝子転写ネットワークを「スイッチ ON」にすることによって、細胞の再プログラ

ム化における上皮移行の律速段階を速やかに乗り越えることが示された。 
 
b) 細胞機能に触発された新材料（Cell-inspired materials） 
 ［北川グループ］Nat. Mater. 11, 1081–1085, Autonomous motors of a metal-organic 
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framework powered by reorganization of self-assembled peptides at interfaces 
[IF 32.8] 
北川グループでは、多孔性金属錯体の細孔から疎水性ペプチド分子が放出されることででき

る表面張力の勾配により、水上を高効率で運動する新しいモーター材料を開発した。この研

究では、非平衡状態を利用する生体（細胞、タンパク質など）の運動原理を参考にすること

で、従来の人工材料に比べ単位体積あたりで 30 倍以上の速度、２倍以上の効率で運動エネ

ルギーに変換することができた。本成果を応用する事で、省エネルギー・低環境負荷で駆動

する新しい化学モーターの作成が可能になり、光や温度など外界の変化に敏感に応答して物

質を輸送する材料や分子ロボットの開発につながるものと期待される。 
 
 ［杉山グループ］Nat. Nanotechnol. 7, 169–173, A DNA-based molecular motor that can 

navigate a network of tracks [IF 27.3] 
杉山グループでは、DNA オリガミと呼ばれる１辺 100nm 程度の長方形平面構造体に進行方

向のガイドとなる DNA でできた「レール」が複数分岐したものを作成し、そのレールに沿

って DNA 分子モーターを思った位置に移動させることに成功した。さらに分岐点で、進行

方向を人為的にコントロールし、ナノスケール下での分子の動きを制御し、高速原子間力顕

微鏡（AFM）を使って数ナノメートルの解像度で観察することに成功した。本成果により、

あらかじめ設計したナノ・メゾ空間での分子の動作のコントロールが可能となり、ナノ・メ

ゾ空間での分子の輸送や分子ロボットの開発につながるものと期待される。 
 
c) メゾスコピック化学 
 ［北川グループ］Nat. Mater. 11, 717–723, Mesoscopic architectures of porous 

coordination polymers fabricated by pseudomorphic replication [IF 32.8] 
北川グループでは、ナノとマクロの間のメゾスコピック領域において、様々な多孔性構造体

をデザインする全く新しい手法の開発に世界で初めて成功した。こうして作った物質は、気

体や液体の高速分離材料としての応用が期待される。「化石化」は有機物でできた生き物・

細胞などがその「形」を保ったまま無機物である石などに置き換わることで起こる。今回の

研究では、その逆変換となる「逆化石化（無機物への有機物の導入）」を起こすことで、新

しい材料を作る手法を開発した。無機物であるアルミナを様々な構造体にあらかじめ成形し

ておき、その構造体の「形」を保ったまま、有機物と無機物からなる「多孔性金属錯体（PCP
もしくは MOF、以下「PCP」という）」を合成するという手法である。これにより、様々な

サイズの構造体を作ることが可能になった。今回の研究では特に、メゾスコピック領域やマ

クロスコピック領域（1 マイクロメートル以上）で孔の空いた構造体を作ることに成功し、

PCP の持つ「ナノサイズ」の細孔と合わせて、ナノーメゾーマクロ領域の広範囲に及ぶ階層

的な細孔を持つ材料の合成が可能となった。さらに、この新しい多孔性構造体がバイオエタ

ノール精製において重要な、水とエタノールの高速分離に非常に効果的であることを明らか

にした。PCP は人間の生活に欠かせない分離技術への応用が期待されている材料であり、今

後この手法により様々な気体や液体の高速分離への応用が加速するものと期待される。 
 
 ［北川、高野グループ］J. Am. Chem. Soc. 134, 13341-13347, Modular Design of Domain 

Assembly in Porous Coordination Polymer Crystals via Reactivity-Directed 
Crystallization Process [IF 9.9] 
北川、高野グループでは、メゾスケールにおける多孔性金属錯体のドメイン構造の作り分け

と機能性発現に成功した。この研究では、錯体が結晶化する際の反応性の違いを利用するこ

とで、均一なドメイン分布を有する固溶体型錯体や不均一に相分離した相分離型錯体といっ

た、メゾスケールでのドメイン集合状態の違う物質を作り分ける合成法を提案した。さらに、

相分離型錯体が単一相の化合物では見られない協同的な挙動を示すことを明らかにした。本

成果を応用することで、多機能性や非線形性などを有する新しい機能を有する多孔性材料開

発につながると期待される。 
 
 ［インドサテライトラボ、楠見グループ、CeMI］Nat. Chem. Biol. 8, 774–783, Transient 

GPI-anchored protein homodimers are units for raft organization and function [IF 
14.7] 
インドサテライトラボ、楠見グループ、CeMI では、細胞のはたらきを制御するのに重要な
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役割を果たすとされる、細胞膜上のラフト領域の構造とシグナル伝達の仕組みを、世界で初

めて解明した。本研究では、ラフト経由でのシグナル伝達をおこなう GPI アンカー型受容

体に注目した。その結果、GPI アンカー型受容体は同じ分子同士で２量体を作ること、それ

らがコレステロールと結合して安定化され、寿命が 0.2 秒のラフトを作ることが分かった。

つまり、ラフトは数個から数十個の分子が集まっただけの直径数ナノメートルの小さい構造

で、しかも、常にできたり壊れたりしていることが分かった。さらに、GPI アンカー型受容

体に細胞外からのシグナル分子（リガンド）が結合すると、2 量体をもとに安定な 4 量体を

形成する。この 2 量体を結合させる糊として、コレステロールを含むラフトが働く。この

ラフトの働きが、GPI アンカー型受容体のシグナル伝達に必要であることが分かった。ラフ

トを介したシグナル機構の解明は、アルツハイマー病、HIV、BSE（牛海綿状脳症）など、

ラフト経由で発症や感染する疾病の研究に貢献することが期待されている。 
 
d) レビュー論文 
 ［楠見グループ、CeMI、Kalay グループ、インドサテライトラボ］Annu. Rev. Cell Dev. Biol. 

28, 215–250, Dynamic organizing principles of the plasma membrane that regulate 
signal transduction: commemorating the fortieth anniversary of Singer and 
Nicolson's fluid-mosaic model [IF 15.8] 
本総説は、生体膜の教科書モデルである流動モザイクモデルの問題を取り上げ、階層構造を

なす三つのメゾスケールドメインが協同的に働くことで膜が機能することを提案した、今後

の学際研究の基盤となる論文である。三つのドメインとは、アクチン膜骨格が形成するコン

パートメント（40~300nm）、ラフト（2~20nm）、および動的タンパク質複合体（3~10 nm）

である。 
 
（３）学際研究推進のための主な戦略 
a) 北川新拠点長のリーダーシップによる新たな方向性（平成 24 年度中） 

学際研究を推進し目に見える成果を生み出すべきという WPI 委員会の指導に応えるべく、

iCeMS では平成 25 年度より加速研究課題プロジェクトを開始することを決め、平成 24 年度中

にそのプロトタイプとなる取組が行われた。 

• 経緯：iCeMS では平成 21 年より学際研究を実施する若手研究者に対して支援を行い、それ

らが論文という形で表れ始めている。研究拠点として今年新たなフェーズに進んでおり、

よりクオリティーの高い論文を生み出す必要がある。特に北川拠点長の新たに指定した 3
つの研究課題をカバーすることが求められている。 

• 目的：3 つの研究課題に関して、2 年以内に Nature クラス以上のハイクオリティーなジャ

ーナルに成果発表できることが見込まれる学際研究を加速すること。3 つの研究課題とは以

下のとおりである。 

 幹細胞における遺伝子発現（Gene expression control in stem cells） 
 細胞膜における協同的機能（Organized functions on the cell membrane） 
 細胞におけるエネルギー貯蔵（Energy storage in cells） 

• 対象：以下 2 つのカテゴリーに該当する研究プロジェクト 
1. iCeMS 内の 2 つ以上の研究室からの 2 人以上の研究者による共同研究（PI 以外、iCeMS
以外からの参加も可） 

2. iCeMS の海外連携機関との共同研究 
 
b) 研究企画セクションの新設 
平成 24 年度、研究企画の支援に特化した事務部署を新設した。新部署の目的は、国際連携の

強化、財政面での安定化、海外資金を含む大型外部資金の獲得、ユニバーシティー･リサーチ・

アドミニストレータ（URA）による知的財産管理、オープンイノベーションタスクフォースと

企業連携有識者委員会を通じた産業界との連携強化の多岐にわたる。 
 
c) iCeMS 若手研究者探索融合研究助成の実施 
iCeMSでは拠点内外での学際融合の開始を支援するための2種類のスタートアップ経費を用意
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している。拠点内で実施するものが「若手研究者探索融合研究助成」、学内の他部局と実施する

ものが「学際融合研究推進プロジェクト」で、これまでの採用数は以下の通りである。 

• 拠点内：13 件（平成 21 年）、28 件（22 年）、40 件（23 年）、34 件（24 年） 

• 学内で拠点外：19 件（平成 22 年）、15 件（23 年）、15 件（24 年） 

なお、拠点としてのスタートアップ･フェーズの終了と重点的支援への方向転換に向け、平成

25 年度以降、拠点内の融合研究支援は加速研究課題プロジェクトに合併される。学内で拠点外

課題への支援については、全体予算を縮小して継続される。 
 
d) 桂ラボとの連携 

平成 23 年度の現地視察報告として、高分子化学での融合研究を促進させる提言を得た。これを

参考に、iCeMS は京都大学桂キャンパスに工学研究科の 4 名の教授との連携を活動の中心とする

220 平方メートルの共同ラボを設置した。今堀、森、村上グループが光誘起電化分離状態を利

用して世界で初めて細胞機能の効果的な制御を実現したことや、北川、チェン、王丹グループ

が、森グループが作製した細胞を用いて、光刺激により一酸化窒素を放出する PCP を用いた細

胞刺激プラットフォームの開発を行っているなど、すでに目覚ましい成果が生まれつつある。 
 
e) CeMI（メゾバイオ 1 分子イメージングセンター）の強化 

CeMI は、大規模で独自の機器を共同使用することにより、iCeMS 研究者と他の研究所・機関

所属 6 の研究者の間で効果的な共同研究を推進するために設立された。CeMI の利用状況を以

下にまとめる。 

1) 平成 24 年中、CeMI 関連の研究者により 28 報の論文が発表された。代表的な 15 論文を添

付資料 1（セクション G-2）に掲載。 

2) 89 名がユーザー登録を行い、うち 61 名が iCeMS 内、21 名が iCeMS 以外の京都大学内、7
名が学外からの登録となっている。 

3) iCeMS セミナーの一環として CeMI セミナーを 8 回開催。NIH の Dr. Jennifer 
Lippincott-Schwartz、ハーバード大学 Xiaoliang Sunney Xie 教授やハワード・ヒューズ医学研

究所/イェール大学医学部の Pietro De Camilli 教授をはじめとした世界的な研究者が登壇した。 

4) 36 回の CeMI トレーニングセッションを開催し（合計 77 日）、顕微鏡の利用講習、ユーザー

のサンプルを使用したイメージング技術の指導を行い、のべ 90 名程度が受講した 

5) 研究者の要望に基づいたフルタイムのCeMIスタッフの配置やイメージング機器の性能向上

を行い、使いやすさをより向上させた。 
 
f) 国内サテライト：岐阜大学応用生物科学部 

平成 20 年、糖鎖の化学合成における世界的リーダーを仲間に迎えるべく、岐阜大学にサテラ

イトを開設した。木曽真教授は iCeMS 主任研究員として糖鎖技術分野とその細胞生物学への応

用について、iCeMS の研究者たちと連携を図っている。 

［主な連携課題］ 
• 楠見グループ：メゾスコピックなラフトドメインの機能 
• 植田グループ：ABC タンパク質と糖脂質の関係 
• ホイザーグループ：多糖類と他の膜分子からなるメゾスコピックな複雑構造 
• 橋田、今堀グループ：ドラッグデリバリーシステムのためのスマートナノマテリアル 
• 北川、上野グループ：幹細胞培養のためのスマートナノマテリアル 

 
（４）学際研究推進のためのその他の戦略 
a) 研究者全者が参加するリトリートを毎年開催 

リトリートとは現在進行形で未発表の学際研究について、拠点に所属する多種多様な専門性を

もつ研究者が全員参加でポスタープレゼンや夜を徹した議論を通じてインスピレーションを受

け合うことを目的とするものである。毎年 1 回開催されるこの研究合宿が、世代を超えた研究

協力や融合研究の推進に資するところは計り知れない。参加者及びポスター発表者は、過去 4
年間でそれぞれ 197%（83 名から 164 名）、264%（39 名から 103 名）増加している。 

 
b) iCeMS セミナー 
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平成 24 年度は、これまでに最も多く 31 回の iCeMS セミナーが開かれ、38 名の招待者による

講演が行われた。そのうち約 80%が海外 9 ヵ国からの招待者者であった。講演トピックは幅広

く、物質細胞統合研究に取り組む iCeMS の幅広い関心を反映して、材料（20%）、細胞科学（55%）、

物質細胞統合分野（16%）、サイエンスコミュニケーション（10%）となっている。iCeMS で

は、これまでも年に少なくとも 18 回、78%は海外からの招待者による 24 名以上のセミナーを

行っている。 
 
c) iCeMS 京都フェロー主導による iCeMS 若手研究者のためのコロキアム 

若手研究者のためのコロキアムは平成 24 年 4 月、研究者間の分野横断的な意見交換を目的に

立ち上げられた。京都フェロー企画のだれでも参加可能な集まりである。これまでに 6 回開催

された。2 名のスピーカーが自身の研究内容について 30 分ずつ話をし、その後、ピザやドリン

ク片手の議論が盛り上がるもので、これまで一回あたり約 20 名の参加者を集めている。 

 

3. 国際化 

※例えば、 
・世界の第一線の研究者の在籍状況、ビジターの来訪状況、海外との交流の状況を踏まえた取り組み 
・国際的認知度の向上のための積極的な取り組み 
・世界の優秀な若手研究者を惹きつける拠点としての取り組み（若手研究者の育成やキャリア形成に資する取
り組み等） 
など、真に「国際的に目に見える」拠点として認知されている実績や、その実現に向けて拠点の進捗状況に応
じた創意工夫ある積極的な取り組みを行っていれば、明記すること。 

（１）英国王立化学会（RSC）との共同創刊ジャーナル「Biomaterials Science」キックオフ･

シンポジウムの開催 

iCeMS では平成 24 年 1 月、物質－細胞統合研究とメゾスコピック領域研究のさらなる発展を

目指し、RSC と共同で国際ジャーナル「Biomaterials Science」を創刊した。オンライン版

創刊号が平成 24 年 8 月に出されたのち、平成 25 年 1 月に冊子体第 1 号が発刊された。これ

を記念したキックオフ･シンポジウムが平成 25 年 3 月 18-19 日に京都で開催され、WPI プロ

グラム黒木登志夫プログラム･ディレクター、iCeMS 中辻憲夫教授設立拠点長、Niamh 
O’Connor 編集長がそれぞれ言葉を述べたほか、編集メンバーや iCeMS 学術有識者委員会よ

りプレゼンテーションが行われた。 
平成 25 年 3 月現在、オンライン版では論文 39 報及びレビュー論文 7 報が掲載されている。 

 
（２）世界の若き才能を引き付ける世界レベルの研究環境 
a) iCeMS を訪れる多くの研究者 

iCeMS に集う精力的で世界トップクラスの研究陣、それに高水準の研究環境が、世界の多くの

研究者を引き付けている。平成 24 年度、42 名の世界レベルの研究者がこの研究所を訪問した

（詳細は添付資料５）。 
 
b) 若手研究者の高い外部資金採択率 

• 科学研究費補助金（若手 A）：継続 5 課題に新規課題 1 

• 科学研究費補助金（若手 B）：継続 8 課題に新規課題 11 

• 内閣府 最先端・次世代研究開発支援プログラム:5 課題が継続中（採択率は全 209 の採択部

局の内で第 5 位） 
 
c) 若手研究者による受賞 

• 廣理英基助教･･･第 7回 日本物理学会若手奨励賞 

• 森村吉貴助教、加納圭准教授、水町衣里研究員･･･情報教育シンポジウム SSS2012 優秀デ

モ・ポスター賞 

• 楊井伸浩九州大学助教、元 iCeMS 北川グループメンバーで若手研究者海外派遣制度を利

用･･･クオドラント・アワード最優秀賞. 
 
d) iCeMS から外部機関へのキャリアアップ（詳細は添付資料３） 
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• iCeMS 研究員･･･東京工業大学大学院生命理工学研究科 助教 

• iCeMS 助教･･･富山大学大学院理工学教育部 准教授 

• iCeMS 助教･･･理化学研究所 統合生命医科学研究センター シニアフェロー 

• iCeMS 助教･･･京都大学白眉センター 准教授 
 
（３）連携機関 

iCeMS では第一線級研究機関と連携協定を結んでいる。これら連携を通じて、ポスドクや大学

院生を含む研究者間の学術交流の促進を目指しており、若手研究者のキャリアパスの世界的な

潮流に iCeMS を位置付かせる上で非常に重要である。また、iCeMS 及び連携機関において、相

互補完的に研究の専門性や卓越性を向上させていくことも重要な目的である。 

a) 平成 24 年度の新規の連携 

平成 24 年度の連携機関数は 14 であり、このうちほとんどと協定を締結している。 

新たに締結をしたのは北京大学・清華大学生命科学研究所（CLS）で、この他、オーストラリ

アメルボルン大学のステムセル･オーストラリア（SCA）と連携シンポジウムを開催して、研

究及び医療における幹細胞の応用を目的として、平成 25 年度中の協定締結を目指している。 
 
b) 平成 24 年度中の進展 

代表的な進展事例が以下の通り。 

1) タタ基礎科学研究所インド国立生命科学研究センター（NCBS）及びインド幹細胞・再生医

学研究所（inStem）（インド、バンガロール） 

幹細胞研究及び 1 分子イメージングのための iCeMS サテライトラボがインド･バンガロールの

NCBS 新建物に、平成 24 年 6 月、完成した。鈴木健一准教授（1 分子イメージング）及び長谷

川光一講師（幹細胞研究）がグループリーダーとして現地で研究を行っている。平成 24 年度

中、長谷川講師によるインド－オーストラリア間での研究費獲得（2 年 2000 万円）や、「Stem 
Cell International」誌での客員編集員など、数々の国際連携活動を行った。このほか、計 8 報

の論文を発表し、うち 2 報が IF10 以上のジャーナルに掲載された。代表的論文を添付資料１

（セクション G-4）に掲載。 
 
2) ハイデルベルグ大学 

平成 23 年に結成された日独学長会議（HeKKSaGOn University Consortium。ハイデルベルグ大

学、ゲッティンゲン大学、カールスルーエ工科大学、東北大学、大阪大学、京都大学で構成）

は継続的に運営され、年に 1 度の会合を設けている。京都大学では特にハイデルベルグ大学と

物質－細胞統合分野で綿密な連携を取っており、それが平成 23 年 6 月の連携シンポジウム

「Crossing Boundaries: Stem Cells, Materials, and Mesoscopic Sciences」に結実した。その後、

平成 24 年 3 月 30 日、京都大学で開催された第 2 回日独学長会議において中辻、Ho 両教授間

でセッションを設けるなど連携協力関係が続いている。 

その結果、ハイデルベルグ大学の田中求教授が平成 25 年度より iCeMS PI として着任すること

となった。 
 
3) 北京大学・清華大学生命科学研究所（CLS） 

平成 24 年 4 月、北京において、幹細胞生物学とバイオマテリアル科学での連携を目指したジ

ョイントシンポジウム「Crossing Boundaries: Stem cells, Materials, Mesoscopic Sciences and 
Beyond」を CLS と共催した。さらに、iCeMS は北京大学で近く開催される予定の「京大デー」

（平成 24 年 11 月、一旦中止された）において主要な役割を果たす予定であり、iCeMS‐CLS
間のパートナーシップは、京都－北京間のフロントランナーといえるものである。 

 
（４）国際的知名度の向上 
a) ホームページへの訪問数分析 

iCeMS ホームページへの訪問数は 5 年連続で増加しており、平成 20 年の月平均 3,313 回から、

平成 24 年は 15,027 回へと 454%の増加を見せている（表 1 参照）。国際的な視点という意味で
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も、海外からのアクセスが 5 年連続で増加しており、平成 20 年の月平均 337 回から、平成 24
年は 2790 回へと 828%増加した（表 2 参照）。海外からのアクセスが占める割合もまた増加傾

向にあり、iCeMS の国際的な知名度の高まりを見ることができる（表 3 参照）。 

 
b) ソーシャルメディアの活用 

若手研究者を中心とした世界中のより広範な人々との「つながり」を目指し、iCeMS ではツイ

ッター（平成 23 年 3 月）、ユーチューブ（平成 23 年 12 月）、フェイスブック（FB）（平成 24
年 3 月）といったソーシャルメディアの導入・活用を行っている。特に FB は知名度向上に役

立っており、平成 24 年、iCeMS ホームページのアクセスの内 1,912 件が FB を経由したもの

である。また、カウントの閲覧回数は月間 11,559 回に上っており（FB ユーザーは iCeMS が行

った更新回数を見ることができる）、内外の iCeMS ファンから支持を集めている。 
 
c) 世界幹細胞サミット 

iCeMS は世界幹細胞サミット（2012 年、米フロリダ）にも積極的に関与しており、世界 40 か

国の産業界、アカデミア、政府から総勢 1,200 人の参加者を集めたこのサミットを共催した。

中辻教授が 2 年連続となるプレナリーに登壇し、幹細胞と再生医療の専門家 170 名を含む観客

に向けて講演を行った。ブース展示では iCeMS で生まれた幹細胞技術を紹介し、協働・連携の

可能性を探る観客の注目を集めたほか、ポスターセッションへの参加や賞の審査員といった形

でも iCeMS メンバーが活躍した。 
 
（５）賃貸住宅保証人システムの発足‐真に国際的な環境づくりとして 

iCeMS では、外国人研究者が中長期的に滞在する際の住居の賃貸契約に際して、その保証人に

iCeMS が機関としてなるための制度を開始した。外国人研究者にとって保証人を見つけること

は容易ではなく、研究環境の国際化という点で長きにわたって障害となっていた。そのため、

一定の不動産業者と協定を結ぶことで、外国人研究者の来日の手助けを行うこととした。 
 
（６）世界の若手研究者を引き付ける戦略 
a) iCeMS 京都フェローの採用 

有望な若手研究者のキャリア開発にとって魅力的な研究拠点となるよう iCeMS京都フェローの

ポジションを設立した。iCeMS 京都フェローは 2,000～3,000 万円（自身の給与も含む）の年間

予算を与えられ、独自の研究グループを持つことができる。また、独立研究ポストとして助教

又は研究員の職を与えられ、拠点内の全ての研究機器を利用することが可能である。本拠点で

一歩先んじたスタートを切った若手研究者は、5 年間の任期の後、国際的研究者としてのさら

なるキャリア開発や京都大学での昇進が期待されている。このようなプロセスにより、国際的

研究キャリアパスにおいてさらに卓越した研究拠点となるよう取り組んでいる。現在のフェロ

ーは 5 名（うち 3 名が外国人）である。 

平成 24 年、京都フェロー及び准京都フェローのグループから 22 報の論文が発表され、うち 3
報が IF10 以上のジャーナルに掲載された。添付資料 1（セクション G-5）に全タイトルを掲載。 

 
b) 日本学術振興会(JSPS)の支援を受けた若手研究者の海外派遣プログラムの活用による世界

での知名度の向上 

平成 22 年度より、1) 若手研究者に対して海外の研究機関での研究経験の機会を提供し、2) プ
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ログラム参加者の国際競争力を強化し、3) 関連分野における国際ハブとしての iCeMS の役割

を増強することを目的に、iCeMS-JSPS 組織的な若手研究者等海外派遣プログラムを実施してい

る。これまでに 53 名（平成 21 年度:1 名、22 年度:10 名、23 年度:15 名、24 年度:27 名）の研

究者が世界一流の研究機関を訪れ、なお一層の国際連携への道やキャリアパスを開きつつある。 

平成 24 年度、本プログラムは JSPS による支援期間が終了するが、iCeMS では独自の予算によ

り平成 25 年度から後継のプログラムを実施することを決定している。 
 
c) 国際シンポジウム 

iCeMS では主催機関としてはもちろん、共催機関やスポンサーとして多くの国際シンポジウム

を開催してきた。これにより、iCeMS で実施されている学際研究に対する世界の若手研究者お

よびシニアの研究者の関心を引き付けている。平成 23 年度の開催分は以下の通りである。 

1) 平成 24 年 4 月 20-22 日（北京）。CLS-iCeMS ジョイントシンポジウム「Crossing Boundaries: 
Stem Cells, Materials, Mesoscopic Sciences, and Beyond」 

2) 平成 24 年 7 月 27 日（京都）。iCeMS-ERATO シンポジウム「New Dimensions of Functional 
Coordination Frameworks」 

3) 平成 24 年 11 月 8-9 日（京都）。第 12 回 iCeMS 国際シンポジウム 兼 第 6 回 Annual 
Symposium on Nanobiotechnology「Kyoto Cell-Material Integration」 

4) 平成 24 年 11 月 20 日（京都）。国際シンポジウム「Artificial Photosynthesis and Solar Energy 
Conversion」 

5) 平成 25 年 2 月 12-13 日（豪州・メルボルン）。ステム･セル･オーストラリア（SCA）iCeMS
ジョイントシンポジウム 

6) 平成 25 年 3 月 1 日（京都）。iCeMS シンポジウム「Theoretical and Computational Biology」 

7) 平成 25 年 3 月 7-8 日（京都）。英国-日本幹細胞ワークショップ「Building a Better 
Environment for Application」 

8) 平成 25 年 3 月 8 日（京都）。iCeMS シンポジウム「Programing Functionalities into Porous 
Materials」 

9) 平成 25 年 3 月 15-17 日（京都）。「第 14 回国際膜研究フォーラム」 

10) 平成 25 年 3 月 18-19 日（京都）。第 13 回 iCeMS 国際シンポジウム 兼 RSC-iCeMS ジョイ

ントシンポジウム「Cell-Material Integration and Biomaterials Science」 

 
4. システム改革 

※拠点の先導的取組などによるシステム改革が、ホスト機関他部局（あるいは他の研究機関）に果たした波及
効果があれば、明記すること。 

（１）京都大学が実施する全学的教育研究組織改革への前向きな影響 

京都大学では、2012 年 6 月から教育研究組織の改革の検討が本格的に、また集中的に進めら

れている。「学部教育等における全学実施体制の構築」「研究科や研究所等の再編の柔軟化」

「広い視野と全学的視点で優れた教員を確保する体制の構築」を目指して、その基本となる教

員連携組織（Faculty）の設置の検討を行っている。すなわち、Faculty 制度が確立すれば、全

学の教員は所属部局のほかに Faculty にも属し、学部教育に対等に携わるほか、Faculty では教

員人事の評価や組織再編の検討など、大学改革が非常にしやすくなる。このような全学の教育

研究組織改革の中で、WPI の４つのミッションや iCeMS の成果が認識され、評価されている。 
 

（２）京都大学が実施する全学的な事務部改革への前向きな影響 

平成 19 年の設立以来、京都大学事務の改革に対して iCeMS が果たしてきた役割は大きい。公

用語として英語使用、バイリンガル･スタッフの配置（50%以上）、外国人研究者への手厚い支

援などがそれにあたる。iCeMS のこうした経験に沿って、京都大学では事務部の集中化、教育

研究支援のための専門ポジションの新設、効率性の向上に向けた厳格な評価育成システムの導

入といったかなり大胆な改革を行っており、新体制が平成 25 年 7 月からスタートする。なか

でも、以下の 2 点には iCeMS の影響が強く表れている。 
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a) 国際企画室の設置 

部局、大学院、研究所などの事務組織が束ねられ、6 か所の共通事務部に統合されることとな

った。iCeMS は吉田南共通事務部がカバーする範囲に入ることとなり、この南共通事務部には

iCeMS だけでなく大学院総合生存学館（思修館）や平成 25 年度の新設される国際高等教育院

も対象とする国際企画掛が新設され、国際化の進展を目指す。iCeMS で培われ蓄積された豊富

な経験がこれらの新設部局に大きな影響を与えることが見込まれる。 
 

b) ユニバーシティ・リサーチ・アドミニストレータ (KURA) 

いっそうの研究企画や大型外部資金の獲得を目指し、京都大学リサーチ・アドミニストレータ

室（KURA）が、20 名のリサーチ・アドミニストレータ（URA）体制で発足した。iCeMS が誇

る独自のイノベーション･マネージメント･グループ（IMG）や研究企画セクションは同分野の

パイオニア的存在であり、KURA との積極的な連携が見込まれる。 
 
 
5. 拠点の中長期的な発展を確保するための取り組み 

※中長期的な発展を確保するために必要な以下の各事項について記載すること 
(1)研究計画や研究組織・PI構成等の展望、次世代研究者育成・確保に係る展望 
(2)定員・財源等の展望、ホスト機関内における位置付けなどに関する計画や実施事項 
(3)補助期間終了後、当該拠点が「世界トップレベル研究拠点」であり続けるための措置（ホスト機関からの支
援措置を含む） 

（１）拠点長の交代‐北川体制へ 
iCeMS のような進歩の激しい先端研究領域でしかも学際融合研究領域では、専門分野の異なる

リーダーが適切な時期に交代し、研究方向を適切に修正することによって、学際研究が活性化

し、その中で学際融合研究を真に中心研究分野とする次世代の若手が育成され、大きなブレー

クスルーが引き起こされ得る、とも考えられる。iCeMS では、以前から拠点長交代も含めた将

来構想の検討を進めていた。 

中辻前拠点長は、拠点発足当初からこれまでの 5 年間、細胞科学の立場から「物質—細胞科学

の統合」の研究環境の構築に全力をあげて取り組んでおり、その結果、iCeMS では新奇な生理

活性物質の開拓、細胞を観察・制御する新しい手法の研究開発など、「細胞制御のための材料

（Materials for cell control）」に関わる革新的研究開発に大きな成功を収めてきた。 

しかし、上述の理由により、中辻拠点長が先導した細胞科学の視点からの統合研究とともに、

物質科学の視点から統合研究を大きく進めることによって、「細胞機能に触発された新材料

(Cell-inspired materials)」の研究など新しい物質－細胞科学の統合研究を一層発展させるべ

く、拠点長を北川教授に交代させるとの結論に至った。 

北川教授は 2010 年トムソンロイター引用栄誉賞を受賞しノーベル化学賞の候補者ともなって

いる、多孔性高配位分子（PCP）の研究で世界的に著名な研究者である。iCeMS 副拠点長とし

て学際研究タスクフォース（通称：北川タスクフォース）を主宰しており、拠点長として引き

続き融合研究を主導する役割を果たす。 

平成 25 年 1 月 1 日、北川教授が新拠点長に就任し、同日、中辻教授はその業績とともに iCeMS
における卓越した細胞生物学者としての引き続きの貢献が評価され、設立拠点長に就任した。 

 
（２）研究ビジョンと組織改編 
a) 新拠点長の研究ビジョン 

北川拠点長は物質と生命の境界であるメゾスコピックな研究領域を掘り下げ、究極的に物質－

細胞統合科学という新研究領域の開拓を目指して、2 つの重点領域を指定した。いうなれば、

以下 2 つの問題に焦点を当てることになる。 

1) メゾスコピックな細胞機能を化学で理解し、それを制御する物質を創製することは可能か 

細胞は、数多くの化学物質を自己組織化し、協同的に相互作用させることで生命活動を維持し

ている。それらの化学物質の挙動は時空間的に常に変化しており、ナノメートル領域という狭
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い領域で働く分子に着目するだけでなく、もう少し大きな領域－メゾスコピックな集団－に目

を向けることが必要である。このために、様々な可視化技術やモデル化技術、そして複雑な細

胞の営みを解析する物理や化学の手法を開発する必要がある。この考えに基づき、iCeMS では

以下 3 つの課題に取り組み、細胞制御のための材料（Materials for cell control）の開発を行

う。 

• 幹細胞における遺伝子発現の制御：細胞のリプログラミングや分化調節を担う遺伝子発現

機構のメゾスコピックな理解と、その知見に基づいた遺伝子発現を操作する物質の開発 

• 細胞膜における協同的機能：細胞機能に必須なチャネル・トランスポーターの機能発現機

構のメゾスコピックな理解と、その知見に基づいた活性を操作する物質の開発 

• 生体ガスの操作：生体内気体物質の機能のメゾスコピックな理解と、細胞制御物質（多孔

性材料）の開発 

2) メゾスコピックな細胞機構を物質で再現したり操作することは可能か 

Richard P. Feynman 教授の有名な言葉がある。「What I cannot create, I do not understand.（本

当に理解したものは作れるはずだ。作れないならば、本当に理解していない。）」真の理解は創

造することによって検証できることを意味している。 

iCeMS では、メゾスコピックな細胞機能を物質（細胞機能に触発された新材料(Cell-inspired 
materials)）で再現することに挑戦している。上述のとおり本当にメゾスコピックな細胞機能

が理解できているなら、物質による細胞機能の再現は可能なはずであり、理解と創造を同時に

進行させることによって、理解度を確認しながら研究を推進し、以下の物質の創製を目指すも

のである。 

• 細胞膜機能に着想を得た物質：細胞膜上で行われている複雑な協調プロセスのメゾスコピ

ックな理解に基づいた物質の開発 

• 細胞におけるエネルギー貯蔵：生物のエネルギー蓄積方法を模倣したイオンや分子を選

別・蓄積するメゾスコピックな物質、二酸化炭素や窒素ガスをエネルギー蓄積材料に変換す

る物質の開発 
 
b) 新たな執行部体制と主任研究者（PI） 

新執行部体制 

北川拠点長は、材料科学において世界的に著名な研究者である。このリーダーシップを補い、

融合研究を強化するため 2 名の副拠点長を置くこととした。一人は影山龍一郎 iCeMS 連携教授

で、著名な細胞科学者である。もう一名は上杉志成 iCeMS 教授で、米国および日本で活躍し、

物質－細胞統合研究に確かな実績を持つケミカルバイオロジーの専門家である。国際および学

際の両面で強みを持つこの新執行部体制により、細胞と物質の境界をつなぐこの研究所を新た

なフェーズに導くことになる。 
 
新主任研究者（PI） 

平成 24 年度、2 名の著名な研究者が主任研究者（PI）として iCeMS に加わった。京都大学ウイ

ルス研究所教授で、特に神経発生分野で著名な細胞科学者の影山龍一郎と、京都大学医学研究

科教授で、生殖細胞生物学者の斎藤通紀である。さらに、平成 25 年度にはハイデルベルグ学

教授で生物物理学の世界的な権威と目されている田中求が PI として加わることとなっている。 
 
• 影山グループでは、神経幹細胞の増殖と分化の制御を目指して、その分子機構を解明する

研究を進めている。これまで、神経幹細胞の増殖と分化を制御するいくつかのキーとなる遺

伝子を発見し、その発現動態が機能に非常に重要であることを明らかにしてきた。重要な遺

伝子の発現動態の意義についてより理解が深まれば、化合物やバイオマテリアルを用いて細

胞増殖や分化を制御する新たな方法が開発され、脳疾患の治療や組織の再生といった医療に

も有用になるものと考えられる。iCeMS ではマテリアル分野の研究者と密接に連携してこ

のような物質と細胞の融合研究を進める。 

• 斎藤グループでは、マウスを用いて、生殖細胞の形成とその後の発生に関与するシグナル

機構、ゲノムワイドな転写機構、エピゲノム情報の制御機構を研究し、特に最近では、胚性
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幹細胞（embryonic stem cells: ES 細胞）や人工多能性幹細胞（induced pluripotent stem cells: 
iPS 細胞）から試験管内で始原生殖細胞様細胞を誘導することに成功した。この研究成果は、

生殖細胞の発生機構を系統的に解析する研究の基盤となり、また、マウスのみならずヒトを

含む様々な哺乳類の生殖細胞の発生過程を試験管内で再現する基盤ともなりうる。iCeMS
では、斎藤教授の研究室では、始原生殖細胞やヒト ES 細胞/iPS 細胞の増殖や分化を制御す

る化学物質の同定のような学際融合研究を行う予定である。 
• 田中教授は、細胞接着、増殖、分化といった生物学における重要現象を左右する基本的な

物理的原理について研究している。iCeMS の研究者と連携し、ソフトマター物理学及び表

面科学における実験的／理論的方法を駆使しながら、この原理を物質－細胞科学にまで発展

させる研究を行う予定である。具体的には、(1)ヒト ES 細胞/iPS 細胞の運命決定（中辻、

山中）、多孔性材料への応用（北川）とその過程での微細加工技術の利用（チェン）、(2)物
質－幹細胞間相互作用の定量分析（杉山、上杉）、(3)機能性分子のメゾスケール閉込めの影

響分析（木曽、原田、楠見、ホイザー）の研究である。 
 
（３）研究グループの再編と次世代研究者の養成 
a) 人材マネージメントと PI の契約更新 

1) 4 名の PI が 5 年間の契約期間を満了し、うち 2 名が平成 25 年 3 月をもって辞職した。 

2) 平成 25 年度以降の見通し：iCeMS では引き続き契約の更新を希望する PI やその他の研究者

の評価を続けるとともに、拠点形成の最終目的達成に向けて新たな人材の発掘を続けていく。 
 
b) 若手研究者の養成 

1) 若手研究者への教育機会の提供 

若手研究者のキャリア形成において講義を担当することには意義がある。若手研究者の内１６

名が既に京都大学内の学部あるいは大学院科目を担当している。また、平成 24 年度には iCeMS 
の若手研究者が参加する学部向け全学科目が 2 つ開講した。これらは学部 1，2 年生が対象の

初歩的な教養科目であり、『国際拠点による物質－細胞学際ゼミ』、『細胞と物質をつなぐ科学』

の 2 科目は平成 25 年度も継続する予定である。 
 
2) Co-Mentor 制度 

他部局に併任して学生指導を行っている iCeMS 教員は、京都フェローを含む iCeMS メンバーを

研究助言や支援を目的とした「co-mentor」として登録することができる。学際研究の促進に

向けて、co-mentor による大学院生に対する学際的な指導は大いに活用されるべきであり、ま

た彼らのキャリア形成に向けても指導経験が得られることは意味深い。平成 24 年度、11 名の

iCeMS 研究者が co-mentor に登録されている。 
 
3) 若手研究者等海外派遣プログラム（詳細は P. 11 を参照） 
 
4) iCeMS 若手研究者探索融合研究助成（詳細は P. 7 を参照） 
 
（４） iPS 細胞研究所（CiRA）との連携の強化促進 

a) 最近の組織間連携 

1) 平成 25 年 4 月の山中教授の学術顧問就任が内定 

2) CiRA から主任研究者 3 名を含む 11 名がリトリートに参加 

3) 高校生と教員を対象とした実験教室「iCeMS/CiRA クラスルーム」の共同企画開催 
 
b) iCeMS と CiRA による共同研究 

平成 24 年中、以下の 2 報を含む 5 報の論文が、iCeMS と CiRA 間の継続的な連携研究から発表

された。添付資料 1（セクション G-6）に全論文のタイトルを掲載。 

 [中辻、上杉、ホイザー、山本グループ] Cell Reports 2, 1448–1460, A Small Molecule that 
Promotes Cardiac Differentiation of Human Pluripotent Stem Cells under Defined, Cytokine- 
and Xeno-free Conditions 

 [ホイザー、山中、山本グループ] Blood 120, 1299–1308, Induced pluripotent stem cells from 
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CINCA syndrome patients as a model for dissecting somatic mosaicism and drug discovery 
 
（５）ホスト機関からのサポート 

iCeMS 運営のため、京都大学は今後もこれまで通りの支援を継続する。 
 
（６）WPI プログラムによる支援終了後を見越したホスト機関による取組（国際高等科学院（仮

称）の新設） 

ホスト機関である京都大学では、iCeMS の知見をその土台としてサイエンス・インキュベータ

ーともなる新たな研究所の開設を計画している。 

a) 基本理念と位置づけ 

• 新学術領域研究推進や萌芽的研究（未科学含む）育成等インキュベーション機能を持つ研究

拠点 
• これらの卓越研究に学際・国際性を付加して世界拠点へと育成する研究拠点 
• 国内外から優れた人材を受け入れ輩出する流動性に富んだ国際拠点 
• 学内から選抜された卓越研究者が研究に専念できる場（いわば学内サバティカルの受け皿） 
• 大学改革を試行する持続可能な研究拠点（改革成果を全学に迅速に波及させるため総長直

轄） 
 
b) 組織運営とホスト機関としての iCeMS への支援 

• 上記の理念を実現するため、WPI の４つのミッションである世界最高レベルの研究水準、

国際的な研究科安協、研究組織の改革、融合領域の創出に加えて、事業化･自立化、次世代

人材育成を有機的に統合した研究拠点とする。 
• 現在 iCeMS が使用している研究棟の利用、計画中の 150 名の再配置定員の一部配置（※競

争原理に基づくものであり、新研究所の実績と将来構想の妥当性について評価の上、決定）、

貸与している事務職員定員（8 名）の固定化などについて、ホスト機関として前向きに検討

する。 
 
6. その他 

※1～5以外に拠点構想の進捗について特筆すべき事項がある場合のみ記述すること。 

（１）サイエンス･コミュニケーション･グループ（SCG）によるアウトリーチ活動 

• SCG は、平成 19 年、加藤和人連携教授により立ち上げられ、平成 24 年度中も様々なアウ

トリーチ活動に取り組んだ。サイエンスカフェ（平成 24 年 12 月に 2 回）、iCeMS/CiRA 幹

細胞研究実践クラスルーム（平成 24 年 7 月に 1 回、11 月に 2 回）、内閣府主催科学技術フ

ェスタへの出展（平成 25 年 3 月に 2 日間）、中高生向けの講演会（平成 24 年度中に 5 回以

上）などである。 

• 若手研究者を対象に「対話力トレーニングプログラム」を開催（平成 24 年 11 月 iCeMS 内

部向け、平成 24 年 8 月及び平成 25 年 1 月に京都大学向け）。これは iCeMS の学際融合研究

推進プロジェクトの支援を受けて開発されたプログラムであり、また JST 科学コミュニケ

ーションセンターが提供する研究者向けのプログラムにも採用されている。 

• この他、以下に挙げるとおり SCG の実践的な研究の重要性がますます認められつつある。 

 財団法人 日本放送教育協会 委託研究「科学のプロセスや不確実性が伝わるためのコン

テンツとは？－国内外の事例から－」。SCG が科学教育番組の新しいコンセプトを提供

し、NHK 側がそれを教育番組に落とし込むという趣旨。 

 科学研究費や戦略的創造研究推進事業（社会技術研究開発）：科学技術イノベーション

政策のための科学研究開発プログラムなど種々な競争的資金を獲得。 
• SCG の発表論文は添付資料 1（セクション H-1）を参照。 

 
（２）イノベーション･マネージメント･グループ（IMG）による産官学連携活動 

• IMG は仙石慎太郎准教授をリーダーとし、先進的な発明と発見を社会に還元することを目

指してイノベーション管理に関する新方式、モデル設計、方法の開発を行っている。 
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• 組織的な成長、人材管理、戦略的運営のための科学的学際研究の組織ダイナミクスについて

研究を実施。 

• 総合科学技術会議/日本学術振興会による最先端・次世代研究開発支援プログラムの支援の

もと、統合的イノベーションマネジメント、人材開発、幹細胞科学技術分野での産業化に向

けたプロジェクトを実施。 

• NPO 法人京都 SMI（Smart Materials & Innovation）と連携し、公共部門と民間部門とのより

新しく優れた連携システムの設計を通して、より先進的なセクター間連携の社会実装を推進。

例えば、コンソーシアム「The Smart Stem Cell for Innovation (SSCI) Initiative」の結成やア

カデミア、産業及び公共部門を対象とする京都 SMI セミナーの開催（平成 24 年 6 月、平成

25 年 2 月）など。 

• 京都大学生命科学研究科、医学研究科、公共圏における科学技術・教育研究拠点（STiPS）
と連携して、イノベーションマネジメントを志す次世代の博士号取得者の採用、教育、研修

に焦点を当てた人材発掘と才能開発を実施。 

• IMG の発表論文は添付資料 1（セクション H-2） 

 
7. 平成 24 年度フォローアップ結果（現地視察報告書を含む）への対応 

※平成24年度フォローアップ結果への対応を記述すること。ただし、既に記載済みの場合は○○ページ参照、
などと記載箇所を明示することに代えて良い。 

1) “幹細胞の科学と技術、メゾスコピックの科学と技術に焦点を絞りつつ、細胞科学と材料科学

を統合した、新たな学際領域を創出する”というミッションステートメントは、依然として焦点

を絞りきれずあいまいさを残している。後半 5 年間の計画とともにミッションのアイデンティ

ティーを明確にする必要がある。 

本拠点が目指すのは、幹細胞をはじめとする細胞の機能を操作する化学物質（materials for 
cell control）の創製や、細胞機能への刺激による化学材料（cell-inspired materials）の創製な

ど、化学、物理学、細胞生物学の融合によりメゾスコピック科学を開発することである。 

WPI プログラムの当初支援期間 10 年の残りの期間内に、我々は下の 3)に述べる研究成果の

極めて具体的な例を、論文発表やニュースリリースや産業化という形で提示できるだろう。5
年の延長期間（2022 年まで）獲得に向け、メゾスコピック科学の世界最先端研究機関として、

この科学のより明確な形を示すことが求められている。 
 
2) 新拠点長は自らのビジョンと後半 5 年間の計画について明確にし、実行に移すべきである。

拠点長交代により拠点の戦略と主任研究者の構成にどのような影響を与えるかが明確でない。 

北川進拠点長の新たなリーダーシップのもと、当拠点はメゾスコピック科学を発展進化させ

るための研究ビジョンと戦略を明確なものとした。 

細胞機能を説明しようとするとき、生物化学はタンパク質を用い、分子生物学は DNA アプロ

ーチをとる。しかし、こうしたものをマクロサイズまで組み合わせたとしても生体にはなら

ない。また、胚性幹細胞（ES 細胞）研究や人工多能性幹細胞（iPS 細胞）研究といった細胞

生物学は細胞全体を対象とするが、こうした細胞の関係部分のみを切り取ろうとすれば、そ

れは生命システムとしての整合性を失うことになる。 

そこで我々は中間点を目指す。細胞生物学による細胞全体アプローチと生物化学や分子生物

学によるタンパク質と DNA アプローチという大と小の間である。我々はそれをメゾスコピッ

ク領域と呼ぶ。それは数十ナノメートルから数百ナノメートルの間、生命と物質の境界に広

がる世界である。この境界領域を探究することで細胞の生命活動を物質科学として理解する

ことができ、最終的には物質によって生命活動を再現することを目指している。 

我々はこの先の 5 年間で、ハイデルベルグ大学の田中求（平成 25 年 4 月に iCeMS に加入）

やケンブリッジ大学の Easan Sivaniah（同じく平成 25 年 7 月）といった新 PI やトップレ
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ベル研究者の力をはじめとする、メゾスコピック科学の境界パラメーターの枠組みを作り上

げたいと考えている。 
 
3) 材料科学と細胞生物学の統合はこの一年でかなりの進展をみせた。この方向に沿った研究は、

細胞生物学における様々な側面で発展するであろう。この成功を勘案し、研究戦略の再構築と集

約を推奨する。現行の研究課題について注意深いレビューを実施し、成果が見込まれない、最近

の進捗にあまり関連のない研究は、iCeMS の計画から除くか、あまり力点を置かない方がよいと

考えられる。 

平成 24年度の終わりに向け、現在進行中の共同研究プロジェクトへの注意深いレビューを行

った。その結果、以下の研究課題をカバーする 10件の重点プロジェクトを選定することとな

った。 

細胞制御のための材料（Materials for cell control）： 

(1) 幹細胞における遺伝子発現の制御：細胞のリプログラミングや分化調節を担う遺伝子発

現機構のメゾスコピックな理解と、その知見に基づいた遺伝子発現を操作する物質の開発 
(2) 細胞膜における協同的機能：細胞機能に必須なチャネル・トランスポーターの機能発現

機構のメゾスコピックな理解と、その知見に基づいた活性を操作する物質の開発 

(3) 生体ガスの操作：生体内気体物質の機能のメゾスコピックな理解と、細胞制御物質（多

孔性材料）の開発 

 
細胞機能に触発された新材料（Cell-inspired materials）： 

(4) 細胞膜機能に着想を得た物質：細胞膜上で行われている複雑な協調プロセスのメゾスコ

ピックな理解に基づいた物質の開発 

(5) 細胞におけるエネルギー貯蔵：生物のエネルギー蓄積方法を模倣したイオンや分子を選

別・蓄積するメゾスコピックな物質、二酸化炭素や窒素ガスをエネルギー蓄積材料に変換

する物質の開発 
 
4) いくつかの研究は生物学及び物理学的な考察に欠けている。細胞生物学的な観点からより明

確に評価されるべきである。 

  平成 25 年 1 月、ともに世界的な細胞生物学者である京都大学の影山龍一郎教授（ウイルス研

究所）と斎藤通紀教授（医学研究科）が PI として iCeMS に加わった。影山教授は副拠点長に

も任命され、もう一名の副拠点長でケミカルバイロジーの専門家である上杉志成教授ととも

に、当拠点の執行部を形成する。両副拠点長ともにそれぞれの専門での研究を継続する一方で、

拠点全体のプロジェクトを推進したり見直しをしたりといった形で加わることになる。 
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研究業績等一覧 
 

A. 2012年査読つき論文 
発行年が2012年と記載されている論文についてのみ業績一覧を作成する。 
注）本年度より、業績一覧は、年度(Fiscal year)ではなくCalendar yearとする。 
  

（１）2012年論文を次のA, Bに分けて記載する。 
A.WPI論文 
所属にWPI事業によるとわかる記載（拠点名の明記等）があるもの（謝辞への記載のみのものは含めない） 

B.WPI関連論文 
2012年論文のうち、所属にWPIが記載されていないが、WPIと関連している論文（謝辞への記載があるも
のも含む）。 
注）平成23年12月14日付け「研究成果の発表の際の表記等について」において、文部科学省研究振興局

基礎研究振興課より、所属への拠点名あるいは拠点略称の表記について周知した。このため、2013
年論文までは、所属にWPIの記載がなくとも、「WPI関連論文」として扱うこととした。なお、2014
年以降は,所属の明記を求め、Aのみを業績対象論文とする。 

 
 (新規拠点は、上記A,Bに加えて、Cを提出する。) 

C 先行重要WPI関連論文 
研究提案の基礎となった先行重要論文を記載する。(論文数は30編程度を目安とする) 

 
（２）論文の記載方法（紙媒体） 

・査読付き論文のみを対象とし、論文の種別（Original article、Review、Proceedings、その他）ごとに分け
て記載すること。 

・それぞれの論文は箇条書きとし、著者名・発行年・雑誌名・巻号・掲載ページ・タイトル（記載順番は様式
中で統一してあればこの限りではない）を記載すること。（なお、拠点の研究者に下線を記す必要はない。） 

・著者が多数（20名以上）の場合は、全著者名を記載する必要はない。 
・発表言語が英語以外の論文は、論文種別ごとに分けて記載する。 
・論文には、次項の電子媒体と共通する、全体を通した通し番号を付す。 

 
（３）電子媒体の提出 

・上記の記載に加えて、Document IDを含む論文データの電子ファイルを提出する。 
 ※Document IDとは、論文データベース等が各論文に固有に付与したIDを指す。 
・論文種別ごとにファイルを分ける必要はない。 

 
（４）評価 

・論文リストは、2012年度の進捗状況確認のために使用する。 
・論文リストについては、拠点全体の研究の動向や現状分析のために用いるものであり、個人評価を行う資料
ではない。 

・評価にあたっては研究領域の特殊性に配慮する。 
 
（５）追加資料 

・業績一覧を含む進捗状況提出後に、追加資料提出を依頼することがあり得る。 
 
掲載順序 
A. WPI論文 

1. Original article 
2. Review article 
3. Proceedings article 
4. Others 
5. 英語以外の論文 

 
B. WPI 関連論文 

1. Original article 
2. Review article 
3. Proceedings article 
4. Others 
5. 英語以外の論文 

 
C. 先行重要WPI関連論文  
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番号 著者名等 

A. WPI論文 

 1. Original articles 

1  

Minami, Itsunari; Yamada, Kohei; Otsuji, Tomomi G.; Yamamoto, Takuya; Shen, Yan; Otsuka, 
Shinya; Kadota, Shin; Morone, Nobuhiro; Barve, Maneesha; Asai, Yasuyuki; Tenkova-Heuser, 
Tatyana; Heuser, John E.; Uesugi, Motonari; Aiba, Kazuhiro; Nakatsuji, Norio; A Small Molecule 
that Promotes Cardiac Differentiation of Human Pluripotent Stem Cells under Defined, Cytokine- 
and Xeno-free Conditions; Cell Reports 2, 1448–1460 (2012) 

2  Suzuki, Kenichi G. N.; Lipid rafts generate digital-like signal transduction in cell plasma 
membranes; Biotechnol. J. 7, 753–761 (2012) 

3  
Pandian, Ganesh N.; Nakano, Yusuke; Sato, Shinsuke; Morinaga, Hironobu; Bando, Toshikazu; 
Nagase, Hiroki; Sugiyama, Hiroshi; A synthetic small molecule for rapid induction of multiple 
pluripotency genes in mouse embryonic fibroblasts; Sci Rep 2, 544 (2012) 

4  

Jung, Dongju; Minami, Itsunari; Patel, Sahishnu; Lee, Jonghwan; Jiang, Bin; Yuan, Qinghua; Li, 
Liu; Kobayashi, Sachiko; Chen, Yong; Lee, Ki-Bum; Nakatsuji, Norio; Incorporation of 
functionalized gold nanoparticles into nanofibers for enhanced attachment and differentiation of 
mammalian cells; J. Nanobiotechnol. 10, 23 (2012) 

5  

Hasegawa, Kouichi; Yasuda, Shin-ya; Teo, Jia-Ling; Cu Nguyen; McMillan, Michael; Hsieh, 
Chih-Lin; Suemori, Hirofumi; Nakatsuji, Norio; Yamamoto, Masashi; Miyabayashi, Tomoyuki; 
Lutzko, Carolyn; Pera, Martin F.; Kahn, Michael; Wnt Signaling Orchestration with a Small 
Molecule DYRK Inhibitor Provides Long-Term Xeno-Free Human Pluripotent Cell Expansion; 
Stem Cells Transl. Med. 1, 18–28 (2012) 

6  
Xu, Jiakun; Shoji, Osami; Fujishiro, Takashi; Ohki, Takahiro; Ueno, Takafumi; Watanabe, 
Yoshihito; Construction of biocatalysts using the myoglobin scaffold for the synthesis of indigo 
from indole; Catal. Sci. Technol. 2, 739–744 (2012) 

7  

Wada, Tamaki; Goparaju, Sravan K.; Tooi, Norie; Inoue, Haruhisa; Takahashi, Ryosuke; 
Nakatsuji, Norio; Aiba, Kazuhiro; Amyotrophic Lateral Sclerosis Model Derived from Human 
Embryonic Stem Cells Overexpressing Mutant Superoxide Dismutase 1; Stem Cells Transl. Med. 
1, 396–402 (2012) 

8  Chen, Wei-Tin; Saito, Takashi; Hayashi, Naoaki; Takano, Mikio; Shimakawa, Yuichi; Ligand-hole 
localization in oxides with unusual valence Fe; Sci Rep 2, 449 (2012) 

9  

Kamimura, Ryo; Ishii, Takamichi; Sasaki, Naoya; Kajiwara, Masatoshi; Machimoto, Takafumi; 
Saito, Michiko; Kohno, Kenji; Suemori, Hirofumi; Nakatsuji, Norio; Ikai, Iwao; Yasuchika, 
Kentaro; Uemoto, Shinji; Comparative Study of Transplantation of Hepatocytes at Various 
Differentiation Stages Into Mice With Lethal Liver Damage; Cell Transplant. 21, 2351–2362 
(2012) 

10  

Miki, Kenji; Uenaka, Hisazumi; Saito, Atsuhiro; Miyagawa, Shigeru; Sakaguchi, Taichi; Higuchi, 
Takahiro; Shimizu, Tatsuya; Okano, Teruo; Yamanaka, Shinya; Sawa, Yoshiki; Bioengineered 
Myocardium Derived from Induced Pluripotent Stem Cells Improves Cardiac Function and 
Attenuates Cardiac Remodeling Following Chronic Myocardial Infarction in Rats; Stem Cells 
Transl. Med. 1, 430–437 (2012) 

11  
Ikezoe, Yasuhiro; Washino, Gosuke; Uemura, Takashi; Kitagawa, Susumu; Matsui, Hiroshi; 
Autonomous motors of a metal-organic framework powered by reorganization of self-assembled 
peptides at interfaces; Nat. Mater. 11, 1081–1085 (2012) 
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12  

Reboul, Julien; Furukawa, Shuhei; Horike, Nao; Tsotsalas, Manuel; Hirai, Kenji; Uehara, 
Hiromitsu; Kondo, Mio; Louvain, Nicolas; Sakata, Osami; Kitagawa, Susumu; Mesoscopic 
architectures of porous coordination polymers fabricated by pseudomorphic replication; Nat. 
Mater. 11, 717–723 (2012) 

13  

Kobayashi, Yoji; Hernandez, Olivier J.; Sakaguchi, Tatsunori; Yajima, Takeshi; Roisnel, Thierry; 
Tsujimoto, Yoshihiro; Morita, Masaki; Noda, Yasuto; Mogami, Yuuki; Kitada, Atsushi; Ohkura, 
Masatoshi; Hosokawa, Saburo; Li, Zhaofei; Hayashi, Katsuro; Kusano, Yoshihiro; Kim, Jung Eun; 
Tsuji, Naruki; Fujiwara, Akihiko; Matsushita, Yoshitaka; Yoshimura, Kazuyoshi; Takegoshi, 
Kiyonori; Inoue, Masashi; Takano, Mikio; Kageyama, Hiroshi; An oxyhydride of BaTiO3 
exhibiting hydride exchange and electronic conductivity; Nat. Mater. 11, 507–511 (2012) 

14  
Hayashi, Katsuhiko; Ogushi, Sugako; Kurimoto, Kazuki; Shimamoto, So; Ohta, Hiroshi; Saitou, 
Mitinori; Offspring from Oocytes Derived from in Vitro Primordial Germ Cell-like Cells in Mice; 
Science 338, 971–975 (2012) 

15  
Wickham, Shelley F. J.; Bath, Jonathan; Katsuda, Yousuke; Endo, Masayuki; Hidaka, Kumi; 
Sugiyama, Hiroshi; Turberfield, Andrew J.; A DNA-based molecular motor that can navigate a 
network of tracks; Nat. Nanotechnol. 7, 169–173 (2012) 

16  
Kohsaka, Y.; Hanaguri, T.; Azuma, M.; Takano, M.; Davis, J. C.; Takagi, H.; Visualization of the 
emergence of the pseudogap state and the evolution to superconductivity in a lightly 
hole-doped Mott insulator; Nat. Phys. 8, 534–538 (2012) 

17  

Suzuki, Kenichi G. N.; Kasai, Rinshi S.; Hirosawa, Koichiro M.; Nemoto, Yuri L.; Ishibashi, 
Munenori; Miwa, Yoshihiro; Fujiwara, Takahiro K.; Kusumi, Akihiro; Transient GPI-anchored 
protein homodimers are units for raft organization and function; Nat. Chem. Biol. 8, 774–783 
(2012) 

18  

Xiol, Jordi; Cora, Elisa; Koglgruber, Rubina; Chuma, Shinichiro; Subramanian, Sailakshmi; 
Hosokawa, Mihoko; Reuter, Michael; Yang, Zhaolin; Berninger, Philipp; Palencia, Andres; Benes, 
Vladimir; Penninger, Josef; Sachidanandam, Ravi; Pillai, Ramesh S.; A Role for Fkbp6 and the 
Chaperone Machinery in piRNA Amplification and Transposon Silencing; Mol. Cell 47, 970–979 
(2012) 

19  
Hu, Ming; Furukawa, Shuhei; Ohtani, Ryo; Sukegawa, Hiroaki; Nemoto, Yoshihiro; Reboul, 
Julien; Kitagawa, Susumu; Yamauchi, Yusuke; Synthesis of Prussian Blue Nanoparticles with a 
Hollow Interior by Controlled Chemical Etching; Angew. Chem.-Int. Edit. 51, 984–988 (2012) 

20  
Endo, Masayuki; Tatsumi, Koichi; Terushima, Kosuke; Katsuda, Yousuke; Hidaka, Kumi; Harada, 
Yoshie; Sugiyama, Hiroshi; Direct Visualization of the Movement of a Single T7 RNA Polymerase 
and Transcription on a DNA Nanostructure; Angew. Chem.-Int. Edit. 51, 8778–8782 (2012) 

21  

Kasai, Hitoshi; Murakami, Tatsuya; Ikuta, Yoshikazu; Koseki, Yoshitaka; Baba, Koichi; Oikawa, 
Hidetoshi; Nakanishi, Hachiro; Okada, Masahiro; Shoji, Mitsuru; Ueda, Minoru; Imahori, Hiroshi; 
Hashida, Mitsuru; Creation of Pure Nanodrugs and Their Anticancer Properties; Angew. 
Chem.-Int. Edit. 51, 10315–10318 (2012) 

22  

Nakata, Eiji; Liew, Fong Fong; Uwatoko, Chisana; Kiyonaka, Shigeki; Mori, Yasuo; Katsuda, 
Yousuke; Endo, Masayuki; Sugiyama, Hiroshi; Morii, Takashi; Zinc-Finger Proteins for 
Site-Specific Protein Positioning on DNA-Origami Structures; Angew. Chem.-Int. Edit. 51, 
2421–2424 (2012) 

23  

Chien, Chih-Tao; Li, Shao-Sian; Lai, Wei-Jung; Yeh, Yun-Chieh; Chen, Hsin-An; Chen, I-Shen; 
Chen, Li-Chyong; Chen, Kuei-Hsien; Nemoto, Takashi; Isoda, Seiji; Chen, Mingwei; Fujita, 
Takeshi; Eda, Goki; Yamaguchi, Hisato; Chhowalla, Manish; Chen, Chun-Wei; Tunable 
Photoluminescence from Graphene Oxide; Angew. Chem.-Int. Edit. 51, 6662–6666 (2012) 

24  Ohtsu, Hideki; Tanaka, Koji; An Organic Hydride Transfer Reaction of a Ruthenium NAD Model 
Complex Leading to Carbon Dioxide Reduction; Angew. Chem.-Int. Edit. 51, 9792–9795 (2012) 

25  

Endo, Masayuki; Yang, Yangyang; Suzuki, Yuki; Hidaka, Kumi; Sugiyama, Hiroshi; 
Single-Molecule Visualization of the Hybridization and Dissociation of Photoresponsive 
Oligonucleotides and Their Reversible Switching Behavior in a DNA Nanostructure; Angew. 
Chem.-Int. Edit. 51, 10518–10522 (2012) 

26  Falcaro, Paolo; Furukawa, Shuhei; Doping Light Emitters into Metal-Organic Frameworks; 
Angew. Chem.-Int. Edit. 51, 8431–8433 (2012) 
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27  

Higuchi, Masakazu; Nakamura, Kohei; Horike, Satoshi; Hijikata, Yuh; Yanai, Nobuhiro; 
Fukushima, Tomohiro; Kim, Jungeun; Kato, Kenichi; Takata, Masaki; Watanabe, Daisuke; 
Oshima, Shinji; Kitagawa, Susumu; Design of Flexible Lewis Acidic Sites in Porous Coordination 
Polymers by using the Viologen Moiety; Angew. Chem.-Int. Edit. 51, 8369–8372 (2012) 

28  
Foo, Maw Lin; Horike, Satoshi; Inubushi, Yasutaka; Kitagawa, Susumu; An Alkaline Earth I3O0 
Porous Coordination Polymer: [Ba2TMA(NO3)(DMF)]; Angew. Chem.-Int. Edit. 51, 6107–6111 
(2012) 

29  

Igarashi, Ryuji; Yoshinari, Yohsuke; Yokota, Hiroaki; Sugi, Takuma; Sugihara, Fuminori; Ikeda, 
Kazuhiro; Sumiya, Hitoshi; Tsuji, Shigenori; Mori, Ikue; Tochio, Hidehito; Harada, Yoshie; 
Shirakawa, Masahiro; Real-Time Background-Free Selective Imaging of Fluorescent 
Nanodiamonds in Vivo; Nano Lett. 12, 5726–5732 (2012) 

30  

Un, Keita; Kawakami, Shigeru; Yoshida, Mitsuru; Higuchi, Yuriko; Suzuki, Ryo; Maruyama, 
Kazuo; Yamashita, Fumiyoshi; Hashida, Mitsuru; Efficient suppression of murine intracellular 
adhesion molecule-1 using ultrasound-responsive and mannose-modified lipoplexes inhibits 
acute hepatic inflammation; Hepatology 56, 259–269 (2012) 

31  

Tsuneyoshi, Norihiro; Tan, Ee Kim; Sadasivam, Akila; Poobalan, Yogavalli; Sumi, Tomoyuki; 
Nakatsuji, Norio; Suemori, Hirofumi; Dunn, N. Ray; The SMAD2/3 corepressor SNON maintains 
pluripotency through selective repression of mesendodermal genes in human ES cells; Genes 
Dev. 26, 2471–2476 (2012) 

32  

Mohri, Kohta; Nishikawa, Makiya; Takahashi, Natsuki; Shiomi, Tomoki; Matsuoka, Nao; Ogawa, 
Kohei; Endo, Masayuki; Hidaka, Kumi; Sugiyama, Hiroshi; Takahashi, Yuki; Takakura, 
Yoshinobu; Design and Development of Nanosized DNA Assemblies in Polypod-like Structures as 
Efficient Vehicles for Immunostimulatory CpG Motifs to Immune Cells; ACS Nano 6, 5931–5940 
(2012) 

33  Zou, Jianli; Kim, Franklin; Self-Assembly of Two-Dimensional Nanosheets Induced by Interfacial 
Polyionic Complexation; ACS Nano 6, 10606–10613 (2012) 

34  
Courtois, Aurelien; Schuh, Melina; Ellenberg, Jan; Hiiragi, Takashi; The transition from meiotic 
to mitotic spindle assembly is gradual during early mammalian development; J. Cell Biol. 198, 
357–370 (2012) 

35  
Kitada, Atsushi; Hasegawa, George; Kobayashi, Yoji; Kanamori, Kazuyoshi; Nakanishi, Kazuki; 
Kageyama, Hiroshi; Selective Preparation of Macroporous Monoliths of Conductive Titanium 
Oxides TinO2n-1 (n=2, 3, 4, 6); J. Am. Chem. Soc. 134, 10894–10898 (2012) 

36  
Xu, Gang; Yamada, Teppei; Otsubo, Kazuya; Sakaida, Shun; Kitagawa, Hiroshi; Facile "Modular 
Assembly" for Fast Construction of a Highly Oriented Crystalline MOF Nanofilm; J. Am. Chem. 
Soc. 134, 16524–16527 (2012) 

37  

Otsubo, Kazuya; Haraguchi, Tomoyuki; Sakata, Osami; Fujiwara, Akihiko; Kitagawa, Hiroshi; 
Step-by-Step Fabrication of a Highly Oriented Crystalline Three-Dimensional Pillared-Layer-Type 
Metal-Organic Framework Thin Film Confirmed by Synchrotron X-ray Diffraction; J. Am. Chem. 
Soc. 134, 9605–9608 (2012) 

38  

Kobayashi, Hirokazu; Morita, Hitoshi; Yamauchi, Miho; Ikeda, Ryuichi; Kitagawa, Hiroshi; 
Kubota, Yoshiki; Kato, Kenichi; Takata, Masaki; Toh, Shoichi; Matsumura, Syo; 
Nanosize-Induced Drastic Drop in Equilibrium Hydrogen Pressure for Hydride Formation and 
Structural Stabilization in Pd-Rh Solid-Solution Alloys; J. Am. Chem. Soc. 134, 12390–12393 
(2012) 

39  Kobayashi, Hirokazu; Yamauchi, Miho; Kitagawa, Hiroshi; Finding Hydrogen-Storage Capability 
in Iridium Induced by the Nanosize Effect; J. Am. Chem. Soc. 134, 6893–6895 (2012) 

40  

Numata, Tomohiro; Murakami, Tatsuya; Kawashima, Fumiaki; Morone, Nobuhiro; Heuser, John 
E.; Takano, Yuta; Ohkubo, Kei; Fukuzumi, Shunichi; Mori, Yasuo; Imahori, Hiroshi; Utilization of 
Photoinduced Charge-Separated State of Donor-Acceptor-Linked Molecules for Regulation of 
Cell Membrane Potential and Ion Transport; J. Am. Chem. Soc. 134, 6092–6095 (2012) 

41  

Horike, Satoshi; Kishida, Keisuke; Watanabe, Yoshihiro; Inubushi, Yasutaka; Umeyama, Daiki; 
Sugimoto, Masayuki; Fukushima, Tomohiro; Inukai, Munehiro; Kitagawa, Susumu; Dense 
Coordination Network Capable of Selective CO2 Capture from C1 and C2 Hydrocarbons; J. Am. 
Chem. Soc. 134, 9852–9855 (2012) 



添付様式１ 

京都大学 - 5 

42  

Fukushima, Tomohiro; Horike, Satoshi; Kobayashi, Hirokazu; Tsujimoto, Masahiko; Isoda, Seiji; 
Foo, Maw Lin; Kubota, Yoshiki; Takata, Masaki; Kitagawa, Susumu; Modular Design of Domain 
Assembly in Porous Coordination Polymer Crystals via Reactivity-Directed Crystallization 
Process; J. Am. Chem. Soc. 134, 13341–13347 (2012) 

43  
Yanai, Nobuhiro; Uemura, Takashi; Inoue, Masafumi; Matsuda, Ryotaro; Fukushima, Tomohiro; 
Tsujimoto, Masahiko; Isoda, Seiji; Kitagawa, Susumu; Guest-to-Host Transmission of Structural 
Changes for Stimuli-Responsive Adsorption Property; J. Am. Chem. Soc. 134, 4501–4504 (2012) 

44  
Ke, Zhuofeng; Abe, Satoshi; Ueno, Takafumi; Morokuma, Keiji; Catalytic Mechanism in Artificial 
Metalloenzyme: QM/MM Study of Phenylacetylene Polymerization by Rhodium Complex 
Encapsulated in apo-Ferritin; J. Am. Chem. Soc. 134, 15418–15429 (2012) 

45  

Murakami, Tatsuya; Nakatsuji, Hirotaka; Inada, Mami; Matoba, Yoshinori; Umeyama, 
Tomokazu; Tsujimoto, Masahiko; Isoda, Seiji; Hashida, Mitsuru; Imahori, Hiroshi; Photodynamic 
and Photothermal Effects of Semiconducting and Metallic-Enriched Single-Walled Carbon 
Nanotubes; J. Am. Chem. Soc. 134, 17862–17865 (2012) 

46  
Yang, Yangyang; Endo, Masayuki; Hidaka, Kumi; Sugiyama, Hiroshi; Photo-Controllable DNA 
Origami Nanostructures Assembling into Predesigned Multiorientational Patterns; J. Am. Chem. 
Soc. 134, 20645–20653 (2012) 

47  
Yoshidome, Tomofumi; Endo, Masayuki; Kashiwazaki, Gengo; Hidaka, Kumi; Bando, Toshikazu; 
Sugiyama, Hiroshi; Sequence-Selective Single-Molecule Alkylation with a Pyrrole-Imidazole 
Polyamide Visualized in a DNA Nanoscaffold; J. Am. Chem. Soc. 134, 4654–4660 (2012) 

48  
Endo, Masayuki; Miyazaki, Ryoji; Emura, Tomoko; Hidaka, Kumi; Sugiyama, Hiroshi; 
Transcription Regulation System Mediated by Mechanical Operation of a DNA Nanostructure; J. 
Am. Chem. Soc. 134, 2852–2855 (2012) 

49  
Uemura, Takashi; Uchida, Noriyuki; Asano, Atsushi; Saeki, Akinori; Seki, Shu; Tsujimoto, 
Masahiko; Isoda, Seiji; Kitagawa, Susumu; Highly Photoconducting pi-Stacked Polymer 
Accommodated in Coordination Nanochannels; J. Am. Chem. Soc. 134, 8360–8363 (2012) 

50  
Umeyama, Daiki; Horike, Satoshi; Inukai, Munehiro; Itakura, Tomoya; Kitagawa, Susumu; 
Inherent Proton Conduction in a 2D Coordination Framework; J. Am. Chem. Soc. 134, 
12780–12785 (2012) 

51  
Horike, Satoshi; Umeyama, Daiki; Inukai, Munehiro; Itakura, Tomoya; Kitagawa, Susumu; 
Coordination-Network-Based Ionic Plastic Crystal for Anhydrous Proton Conductivity; J. Am. 
Chem. Soc. 134, 7612–7615 (2012) 

52  

Matano, Yoshihiro; Matsumoto, Kazuaki; Hayashi, Hironobu; Nakao, Yoshihide; Kumpulainen, 
Tatu; Chukharev, Vladimir; Tkachenko, Nikolai V.; Lemmetyinen, Helge; Shimizu, Soji; 
Kobayashi, Nagao; Sakamaki, Daisuke; Ito, Akihiro; Tanaka, Kazuyoshi; Imahori, Hiroshi; 
Effects of Carbon-Metal-Carbon Linkages on the Optical, Photophysical, and Electrochemical 
Properties of Phosphametallacycle-Linked Coplanar Porphyrin Dimers; J. Am. Chem. Soc. 134, 
1825–1839 (2012) 

53  
Takagaki, Toshiki; Bando, Toshikazu; Sugiyama, Hiroshi; Synthesis of Pyrrole-Imidazole 
Polyamide seco-1-Chloromethyl-5-hydroxy-1,2-dihydro-3H-benz[e]indole Conjugates with a 
Vinyl Linker Recognizing a 7 bp DNA Sequence; J. Am. Chem. Soc. 134, 13074–13081 (2012) 

54  

Yamamoto, Takafumi; Kobayashi, Yoji; Hayashi, Naoaki; Tassel, Cedric; Saito, Takashi; 
Yamanaka, Shoji; Takano, Mikio; Ohoyama, Kenji; Shimakawa, Yuichi; Yoshimura, Kazuyoshi; 
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Takashi; Komori, Tatsuya; Ando, Hiromune; Ishida, Hideharu; Kiso, Makoto; Design and 
Synthesis of a Novel Ganglioside Ligand for Influenza A Viruses; Molecules 17, 9590–9620 
(2012) 

 4. NCBS-inStemサテライトラボグループ（NiG） 

1 

Kusumi, Akihiro; Fujiwara, Takahiro K.; Chadda, Rahul; Xie, Min; Tsunoyama, Taka A.; Kalay, 
Ziya; Kasai, Rinshi S.; Suzuki, Kenichi G. N.; Dynamic Organizing Principles of the Plasma 
Membrane that Regulate Signal Transduction: Commemorating the Fortieth Anniversary of 
Singer and Nicolson's Fluid-Mosaic Model; Annu. Rev. Cell Dev.Biol. 28, 215–250 (2012) 

2 

Suzuki, Kenichi G. N.; Kasai, Rinshi S.; Hirosawa, Koichiro M.; Nemoto, Yuri L.; Ishibashi, 
Munenori; Miwa, Yoshihiro; Fujiwara, Takahiro K.; Kusumi, Akihiro; Transient GPI-anchored 
protein homodimers are units for raft organization and function; Nat. Chem. Biol. 8, 774–783 
(2012) 

3 

Stamp, Lincon A.; Braxton, David R.; Wu, Jun; Akopian, Veronika; Hasegawa, Kouichi; 
Chandrasoma, Parakrama T.; Hawes, Susan M.; McLean, Catriona; Petrovic, Lydia M.; Wang, 
Kasper; Pera, Martin F.; The GCTM-5 Epitope Associated with the Mucin-Like Glycoprotein 
FCGBP Marks Progenitor Cells in Tissues of Endodermal Origin; Stem Cells 30, 1999–2009 
(2012) 

4 

Lee, Nan Sook; Rohan, Joyce G.; Zitting, Madison; Kamath, Sonia; Weitz, Andrew; Sipos, 
Arnold; Salvaterra, Paul M.; Hasegawa, Kouichi; Pera, Martin; Chow, Robert H.; A Novel 
Dual-Color Reporter for Identifying Insulin-Producing Beta- Cells and Classifying Heterogeneity 
of Insulinoma Cell Lines; PLoS One 7 (2012) 
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 5. iCeMS京都フェロー・iCeMS准京都フェローの論文 

1 

Minami, Itsunari; Yamada, Kohei; Otsuji, Tomomi G.; Yamamoto, Takuya; Shen, Yan; Otsuka, 
Shinya; Kadota, Shin; Morone, Nobuhiro; Barve, Maneesha; Asai, Yasuyuki; Tenkova-Heuser, 
Tatyana; Heuser, John E.; Uesugi, Motonari; Aiba, Kazuhiro; Nakatsuji, Norio; A Small Molecule 
that Promotes Cardiac Differentiation of Human Pluripotent Stem Cells under Defined, Cytokine- 
and Xeno-free Conditions; Cell Reports 2, 1448–1460 (2012) 

2 Murakami, Tatsuya; Phospholipid nanodisc engineering for drug delivery systems; Biotechnol. J. 
7, 762–767 (2012) 

3 Kalay, Ziya; Reaction kinetics in the plasma membrane; Biotechnol. J. 7, 745–752 (2012) 

4 

Kusumi, Akihiro; Fujiwara, Takahiro K.; Chadda, Rahul; Xie, Min; Tsunoyama, Taka A.; Kalay, 
Ziya; Kasai, Rinshi S.; Suzuki, Kenichi G. N.; Dynamic Organizing Principles of the Plasma 
Membrane that Regulate Signal Transduction: Commemorating the Fortieth Anniversary of 
Singer and Nicolson's Fluid-Mosaic Model; Annu. Rev. Cell Dev.Biol. 28, 215–250 (2012) 

5 

Kasai, Hitoshi; Murakami, Tatsuya; Ikuta, Yoshikazu; Koseki, Yoshitaka; Baba, Koichi; Oikawa, 
Hidetoshi; Nakanishi, Hachiro; Okada, Masahiro; Shoji, Mitsuru; Ueda, Minoru; Imahori, Hiroshi; 
Hashida, Mitsuru; Creation of Pure Nanodrugs and Their Anticancer Properties; Angew. 
Chem.-Int. Edit. 51, 10315–10318 (2012) 

6 Zou, Jianli; Kim, Franklin; Self-Assembly of Two-Dimensional Nanosheets Induced by Interfacial 
Polyionic Complexation; ACS Nano 6, 10606–10613 (2012) 

7 

Numata, Tomohiro; Murakami, Tatsuya; Kawashima, Fumiaki; Morone, Nobuhiro; Heuser, John 
E.; Takano, Yuta; Ohkubo, Kei; Fukuzumi, Shunichi; Mori, Yasuo; Imahori, Hiroshi; Utilization of 
Photoinduced Charge-Separated State of Donor-Acceptor-Linked Molecules for Regulation of 
Cell Membrane Potential and Ion Transport; J. Am. Chem. Soc. 134, 6092–6095 (2012) 

8 

Murakami, Tatsuya; Nakatsuji, Hirotaka; Inada, Mami; Matoba, Yoshinori; Umeyama, 
Tomokazu; Tsujimoto, Masahiko; Isoda, Seiji; Hashida, Mitsuru; Imahori, Hiroshi; Photodynamic 
and Photothermal Effects of Semiconducting and Metallic-Enriched Single-Walled Carbon 
Nanotubes; J. Am. Chem. Soc. 134, 17862–17865 (2012) 

9 

Tanaka, Takayuki; Takahashi, Kazutoshi; Yamane, Mayu; Tomida, Shota; Nakamura, Saori; 
Oshima, Koichi; Niwa, Akira; Nishikomori, Ryuta; Kambe, Naotomo; Hara, Hideki; Mitsuyama, 
Masao; Morone, Nobuhiro; Heuser, John E.; Yamamoto, Takuya; Watanabe, Akira; 
Sato-Otsubo, Aiko; Ogawa, Seishi; Asaka, Isao; Heike, Toshio; Yamanaka, Shinya; Nakahata, 
Tatsutoshi; Saito, Megumu K.; Induced pluripotent stem cells from CINCA syndrome patients as 
a model for dissecting somatic mosaicism and drug discovery; Blood 120, 1299–1308 (2012) 

10 

Zhang, Weibin; Miley, Natasha; Zastrow, Michael S.; MacQueen, Amy J.; Sato, Aya; Nabeshima, 
Kentaro; Martinez-Perez, Enrique; Mlynarczyk-Evans, Susanna; Carlton, Peter M.; Villeneuve, 
Anne M.; HAL-2 Promotes Homologous Pairing during Caenorhabditis elegans Meiosis by 
Antagonizing Inhibitory Effects of Synaptonemal Complex Precursors; PLoS Genet. 8, e1002880 
(2012) 

11 

Egawa, Naohiro; Kitaoka, Shiho; Tsukita, Kayoko; Naitoh, Motoko; Takahashi, Kazutoshi; 
Yamamoto, Takuya; Adachi, Fumihiko; Kondo, Takayuki; Okita, Keisuke; Asaka, Isao; Aoi, 
Takashi; Watanabe, Akira; Yamada, Yasuhiro; Morizane, Asuka; Takahashi, Jun; Ayaki, Takashi; 
Ito, Hidefumi; Yoshikawa, Katsuhiro; Yamawaki, Satoko; Suzuki, Shigehiko; Watanabe, Dai; 
Hioki, Hiroyuki; Kaneko, Takeshi; Makioka, Kouki; Okamoto, Koichi; Takuma, Hiroshi; Tamaoka, 
Akira; Hasegawa, Kazuko; Nonaka, Takashi; Hasegawa, Masato; Kawata, Akihiro; Yoshida, 
Minoru; Nakahata, Tatsutoshi; Takahashi, Ryosuke; Marchetto, Maria C. N.; Gage, Fred H.; 
Yamanaka, Shinya; Inoue, Haruhisa; Drug Screening for ALS Using Patient-Specific Induced 
Pluripotent Stem Cells; Sci. Transl. Med. 4, 145ra104 (2012) 

12 
Matsumura, Shigeru; Hamasaki, Mayumi; Yamamoto, Takuya; Ebisuya, Miki; Sato, Mizuho; 
Nishida, Eisuke; Toyoshima, Fumiko; ABL1 regulates spindle orientation in adherent cells and 
mammalian skin; Nat. Commun. 3, 626 (2012) 
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13 

Tsotsalas, Manuel; Umemura, Ayako; Kim, Franklin; Sakata, Yoko; Reboul, Julien; Kitagawa, 
Susumu; Furukawa, Shuhei; Crystal morphology-directed framework orientation in porous 
coordination polymer films and freestanding membranes via Langmuir-Blodgettry; J. Mater. 
Chem. 22, 10159–10165 (2012) 

14 Kalay, Ziya; Fujiwara, Takahiro K.; Kusumi, Akihiro; Confining Domains Lead to Reaction Bursts: 
Reaction Kinetics in the Plasma Membrane; PLoS One 7, e32948 (2012) 

15 
Sano, Hiroko; Kunwar, Prabhat S.; Renault, Andrew D.; Barbosa, Vitor; Clark, Ivan B. N.; 
Ishihara, Shuji; Sugimura, Kaoru; Lehmann, Ruth; The Drosophila Actin Regulator ENABLED 
Regulates Cell Shape and Orientation during Gonad Morphogenesis; PLoS One 7, e52649 (2012) 

16 

Shibata, Akihiro C. E.; Fujiwara, Takahiro K.; Chen, Limin; Suzuki, Kenichi G. N.; Ishikawa, 
Yoshiro; Nemoto, Yuri L.; Miwa, Yoshihiro; Kalay, Ziya; Chadda, Rahul; Naruse, Keiji; Kusumi, 
Akihiro; Archipelago architecture of the focal adhesion: Membrane molecules freely enter and 
exit from the focal adhesion zone; Cytoskeleton 69, 380–392 (2012) 

17 Uemura, Tadashi; Sugimura, Kaoru; Yoshiki Hotta's Challenge: From 2004 Onwards; J. 
Neurogenet. 26, 22–24 (2012) 

18 Ishihara, Shuji; Sugimura, Kaoru; Bayesian inference of force dynamics during morphogenesis; 
J. Theor. Biol. 313, 201–211 (2012) 

19 Ohsawa, Shizue; Sugimura, Kaoru; Takino, Kyoko; Igaki, Tatsushi; IMAGING CELL 
COMPETITION IN DROSOPHILA IMAGINAL DISCS; Methods Enzymol. 506, 407–413 (2012) 

20 
Lu, Kai; Cao, Tong; Gordon, Richard; A cell state splitter and differentiation wave 
working-model for embryonic stem cell development and somatic cell epigenetic 
reprogramming; Biosystems 109, 390–396 (2012) 

21 Kalay, Ziya; Exact Green's functions for a Brownian particle reversibly binding to a fixed target 
in a finite, two-dimensional, circular domain; J. Phys. A-Math. Theor. 45, 235001 (2012) 

22 Kalay, Ziya; Effects of confinement on the statistics of encounter times: exact analytical results 
for random walks in a partitioned lattice; J. Phys. A-Math. Theor. 45, 215001 (2012) 

 6. iCeMS-CiRA共同研究 

1 

Minami, Itsunari; Yamada, Kohei; Otsuji, Tomomi G.; Yamamoto, Takuya; Shen, Yan; Otsuka, 
Shinya; Kadota, Shin; Morone, Nobuhiro; Barve, Maneesha; Asai, Yasuyuki; Tenkova-Heuser, 
Tatyana; Heuser, John E.; Uesugi, Motonari; Aiba, Kazuhiro; Nakatsuji, Norio; A Small Molecule 
that Promotes Cardiac Differentiation of Human Pluripotent Stem Cells under Defined, Cytokine- 
and Xeno-free Conditions; Cell Reports 2, 1448–1460 (2012) 

2 

Tanaka, Takayuki; Takahashi, Kazutoshi; Yamane, Mayu; Tomida, Shota; Nakamura, Saori; 
Oshima, Koichi; Niwa, Akira; Nishikomori, Ryuta; Kambe, Naotomo; Hara, Hideki; Mitsuyama, 
Masao; Morone, Nobuhiro; Heuser, John E.; Yamamoto, Takuya; Watanabe, Akira; 
Sato-Otsubo, Aiko; Ogawa, Seishi; Asaka, Isao; Heike, Toshio; Yamanaka, Shinya; Nakahata, 
Tatsutoshi; Saito, Megumu K.; Induced pluripotent stem cells from CINCA syndrome patients as 
a model for dissecting somatic mosaicism and drug discovery; Blood 120, 1299–1308 (2012) 

3 

Wada, Tamaki; Goparaju, Sravan K.; Tooi, Norie; Inoue, Haruhisa; Takahashi, Ryosuke; 
Nakatsuji, Norio; Aiba, Kazuhiro; Amyotrophic Lateral Sclerosis Model Derived from Human 
Embryonic Stem Cells Overexpressing Mutant Superoxide Dismutase 1; Stem Cells Transl. Med. 
1, 396–402 (2012) 

4 Hayashi, Yohei; Saitou, Mitinori; Yamanaka, Shinya; Germline development from human 
pluripotent stem cells toward disease modeling of infertility; Fertil. Steril. 97, 1250–1259 (2012) 
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5 
(データベース

の登録なし) 

Kano, Kei; Mizumachi, Eri; Yamamizu, Kohei; Tanabe, Koji; Development of a High-Level Sciece 
Education Program for High School Students Using an Emerging Science as a Topic; Journal of 
Science Education in Japan 36(2), 162–171 (2012) 

H. 一部論文データベースに登録されていない成果 

 1. 科学コミュニケーショングループ(SCG)による社会的活動 

1 

Kaye, Jane; Meslin, Eric M.; Knoppers, Bartha M.; Juengst, Eric T.; Deschenes, Mylene; 
Cambon-Thomsen, Anne; Chalmers, Donald; De Vries, Jantina; Edwards, Kelly; Hoppe, Nils; 
Kent, Alastair; Adebamowo, Clement; Marshall, Patricia; Kato, Kazuto; ELSI 2.0 for Genomics 
and Society; Science 336, 673–674 (2012) 

2 
Mizumachi, Eri; Mori, Akira S.; Akiyama, Reiko; Tokuchi, Naoko; Osawa, Naoya; Variation in 
herbivory-induced responses within successively flushing Quercus serrata seedlings under 
different nutrient conditions; J. For. Res. 17, 175–183 (2012) 

3 
(データベース

の登録なし) 

Kazuto, Kato; Jonathan, Kimmelman; Jason, Robert; Douglas, Sipp; Jeremy, Sugarman; Ethical 
and Policy Issues in the Clinical Translation of Stem Cells: Report of a Focus Session at the 
ISSCR Tenth Annual Meeting; Cell Stem Cell 11, 765–767 (2012) 

4 
(データベース

の登録なし) 

Kano, Kei; Mizumachi, Eri; Yamamizu, Kohei; Tanabe, Koji; Development of a High-Level Sciece 
Education Program for High School Students Using an Emerging Science as a Topic; Journal of 
Science Education in Japan 36(2), 162–171 (2012) 

5 
(データベース

の登録なし) 

Takanashi, Katsuya; Kano, Kei; Mizumachi, Eri; Motoki, Tamaki; Who Speaks to Whom in 
Bidirectional Communication?: a Micro-Analysis of Scientists’ Communication Skills in Science 
Café; Japanese Journal of Science Communication 11, 3–17 (2012) 

6 
(データベース

の登録なし) 

Morimura, Yoshitaka; Kano, Kei; Mori, Mikihiko; Mizumachi, Eri; Takanashi, Katsuya; Motoki, 
Tamaki; A Movie Editing and Viewing Tool for Dialogue Skills Training Program for Scientists; 
Proceedings of Information Education Symposium (2012) 

 2. イノベーションマネージメントグループ(IMG)による産学公連携運営 

1 
Anzai, Tomohiro; Kusama, Ryoichi; Kodama, Hiroyuki; Sengoku, Shintaro; Holistic observation 
and monitoring of the impact of interdisciplinary academic research projects: An empirical 
assessment in Japan; Technovation 32, 345–357 (2012) 

2 
(データベース

の登録なし) 

Anzai, Tomohiro, Sengoku, Shintaro; Collaboration of Policy Science with Research & 
Development Practices; The Journal of Science Policy and Research Management 27(3/4), 
210–225 (2012) 

3 
(データベース

の登録なし) 

Yabuki, Hirotaka; Seki, Atsushi; Sengoku, Shintaro; Innovation in the R&D model of 
Pharmaceutical Firms; International Pharmaceutical Intelligence 975, 3–7 (2012) 

4 
(データベース

の登録なし) 

The Hinxton Group; Statement on Data and Materials Sharing and Intellectual Property in 
Pluripotent Stem Cell Science in Japan and China; The Hinxton Group website (2012) 
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B. 国際会議・国際研究会集会での招待講演・基調講演等 
・2012年度の主要な講演等10件以内について、講演者名、発表タイトル、国際会議等名、開催日を記載する

こと 
 

番号 講演者名等 

1 
今堀博「Bio-inspired Organic Materials for Energy and Medical Applications」2012 MRS 
Meeting, San Francisco, USA (平成24年4月9-13日) 

2 
植田和光「Kazumitsu Ueda, Mechanism of HDL formation by ABCA1」ASBMB: Frontiers in 
Lipid Biology, Banff, Canada (平成24年9月5-8日) 

3 
田中耕一郎「Nonlinear carrier dynamics induced by intense terahertz wave」
IRMMW-THz2012, Wollongong, Australia (平成24年9月18-21日) 

4 
斉藤通紀「Mechanism and reconstitution in vitro of germ cell specification in mice」 
EMBO/EMBL Symposium: Germline-Immortality through Topipotency, Heidelberg, 
Germany (平成24年10月13-16日) 

5 
楠見明弘「Transient GPI-anchored protein homodimer rafts are basic units for raft organization 
and function」The Biophysical Society Thematic Meeting, Hyderabad, India (平成24年11
月1-5日) 

6 
Chen, Yong「Development strategy of artificial cellular microenvironments and perspectives for 
stem cells」1st International Stem Cell Summit 2012, Wuhan, China (平成24年11月13日) 

7 
中辻憲夫「Leading Institutions and their strategies for advancing regenerative medicine」 
World Stem Cell Summit, West Palm Beach, Florida, USA (平成24年12月3-5日) 

8 
山中伸弥「Induction of Pluripotency by Defined Factors」Novel Lecture in Physiology or 
Medicine, Stockholm, Sweden (平成24年12月7日) 

9 
杉山弘「Chemical Biology that Controls DNA Structure and Function : DNA Origami and 
Artificial Genetic Switch」International Symposium on Challenges in Chemical Biology, 
Kolkata, India (平成25年1月27-29日) 

10 
北川進「Welcome to a World of Small Spaces」Symposium Celebrating 125 Years of 
Angewandte Chemie, Berlin, Germany (平成25年3月12日) 
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C.主要な賞の受賞 
・2012年度に受賞したものののち、主要な授賞10件以内について受賞者名、賞の名前、受賞年を記すこと。
なお、共同受賞の場合には、拠点関係者に下線を記すこと。 
 

番号 受賞者名等 

1 山中伸弥, 2013 Breakthrough Prize in Life Sciences, Milner Foundation (平成24年) 

2 Dan Ohtan Wang, MBSJ Tomizawa Prize (平成24年) 

3 斉藤通紀, Yomiuri Techno Forum Gold Medal Prize (平成24年) 

4 橋田充, Life-time Achievement Award (平成24年) 

5 廣理英基, Young Scientist Award of the Physical Society of Japan (平成24年) 

6 山中伸弥, Order of Cultural Merit, Japan (平成24年) 

7 山中伸弥, The Nobel Prize in Physiology or Medicine 2012 (平成24年) 
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平成24年度主任研究者一覧 

 
 

作成上の注意： 

・「氏名」欄で、海外の機関に所属する研究者には下線を付すこと。また、世界トップレベルと考えられる研究者氏名の右側には*（アスタリスク）を付すこと。 

・平成23年度拠点構想進捗状況報告書に名前のなかった研究者が参加した場合には、新規主任研究者個人票を添付すること。 

 

 

【平成24年度実績】   主任研究者 計19名 

  

氏名 (年齢) 所属機関・部局・職 
学位 

専門 

作業時間 

(全仕事時間:100%) 
拠点構想 

参加時期 

拠点構想への参画状況 

（具体的に記入） 

海外の機関に所属

する研究者の拠点

構想への貢献 
拠点関連 拠点以外 

研究 研究以外 研究 研究以外 

拠点長 

 

中辻 憲夫* 

(63) 

京都大学 

物質－細胞統合システム

拠点 

教授 

理学博士 

発生生物学 

幹細胞生物学 
40% 50% 5% 5% 

平成19年 

10月1日 
拠点に常駐  

 

北川 進* 

(61) 

京都大学 

物質－細胞統合システム

拠点 

教授 

工学博士 

無機錯体化学 
75% 15%  10% 

平成19年 

10月1日 
拠点に常駐  

Agladze, Konstantin* 

(57) 

京都大学 

物質－細胞統合システム

拠点 

教授 

Ph.D. 

Biophysics 

生物物理学 
90% 10%   

平成20年 

1月7日 
拠点に常駐  

今堀 博 

(51) 

京都大学 

物質－細胞統合システム

拠点 

教授 

理学博士 

有機化学 

光化学 
80% 10%  10% 

平成19年 

10月1日 
拠点に常駐  
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【平成24年度実績】 主任研究者 計 19名 
 

氏名 (年齢) 所属機関・部局・職 
学位 

専門 

作業時間 

(全仕事時間:100%) 
拠点構想 

参加時期 

拠点構想への参画状況 

（具体的に記入） 

海外の機関に所属

する研究者の拠点

構想への貢献 
拠点関連 拠点以外 

研究 研究以外 研究 研究以外 

 

 

上杉 志成* 

(46) 

京都大学 

物質－細胞統合システム

拠点 

教授 

博士（薬学） 

ケミカルバイ

オロジー 
80% 10%  10% 

平成19年 

10月1日 
拠点に常駐  

植田 和光* 

(59) 

京都大学 

物質－細胞統合システム

拠点 

教授 

農学博士 

細胞生化学 
80% 10%  10% 

平成19年 

10月1日 
拠点に常駐  

木曽 真* 

(65) 

岐阜大学 

教授 

農学博士 

応用生物有機

化学 

生理活性分子

化学 

80% 10%  10% 
平成19年 

10月1日 

月に一度、岐阜大学よりビデオ会

議に参加 

岐阜大学サテライトラボに常駐 
 

楠見 明弘* 

(60) 

京都大学 

物質－細胞統合システム

拠点 

教授 

理学博士 

生物物理学 80% 10%  10% 
平成19年 

10月1日 
拠点に常駐  

見学 美根子* 

(46) 

京都大学 

物質－細胞統合システム

拠点 

教授 

博士（医学） 

神経発生生物

学 
90% 10%   

平成20年 

10月1日 
拠点に常駐  
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【平成23年度実績】 主任研究者 計 19名 
 

氏名 (年齢) 所属機関・部局・職 
学位 

専門 

作業時間 

(全仕事時間:100%) 
拠点構想 

参加時期 

拠点構想への参画状況 

（具体的に記入） 

海外の機関に所属

する研究者の拠点

構想への貢献 
拠点関連 拠点以外 

研究 研究以外 研究 研究以外 

 

 

杉山 弘* 

(56) 

京都大学 

理学研究科 

教授 

工学博士 

ケミカルバイ

オロジー 
15% 5% 70% 10% 

平成20年 

4月1日 
エフォート率20%程度 

残り80%は理学研究科業務に従事 
 

田中 耕一郎* 

(50) 

京都大学 

物質－細胞統合システム

拠点 

教授 

理学博士 

テラヘルツ科

学 
90% 10%   

平成20年 

4月1日 
拠点に常駐  

橋田 充* 

(61) 

京都大学 

薬学研究科 

教授  

薬学博士 

薬品動態制御

学 
40% 10% 40% 10% 

平成20年 

1月1日 
エフォート率50%程度 

残り50%は薬学研究科業務に従事 
 

原田 慶恵* 

(53) 

京都大学 

物質－細胞統合システム

拠点 

教授 

工学博士  

1分子生理学 
90% 10%   

平成20年 

3月1日 
拠点に常駐  

 

 

柊 卓志* 

(44) 

京都大学 

物質－細胞統合システム拠点 

教授 

ヨーロッパ分子生物学研究所

(EMBL） 

グループリーダー 

理学博士 

発生生物学 40% 10% 40% 10% 
平成20年 

4月1日 
エフォート率50%程度 

(平成24年度来日頻度は6回48日） 
 

 



 
 

添付様式 2 

京都大学 - 4 

 

 

【平成23年度実績】 主任研究者 計 19名 

  

氏名 (年齢) 所属機関・部局・職 
学位 

専門 

作業時間 

(全仕事時間:100%) 
拠点構想 

参加時期 

拠点構想への参画状況 

（具体的に記入） 

海外の機関に所属

する研究者の拠点

構想への貢献 
拠点関連 拠点以外 

研究 研究以外 研究 研究以外 

Chen, Yong* 

(56) 

京都大学 

物質－細胞統合システム拠点 

教授 

フランス国立科学研究センタ

ー高等師範学校 

研究主幹 

Ph.D.  

Biophysics 

生命物理学 
30% 10% 50% 10% 

平成20年 

3月1日 
エフォート率40％程度 

(平成24年度来日頻度は5回82日） 
 

山中 伸弥* 

(50) 

京都大学 

iPS細胞研究所 

教授 

医学博士 

幹細胞生物学 

発生工学 
4% 1% 75% 20% 

平成19年10

月1日 
エフォート率5％程度 

95％はiPS細胞研究所にて従事 
 

Heuser, John* 

(70) 

京都大学 

物質－細胞統合システム拠点 

教授 

ワシントン大学医学部 

教授 

M.D. 

Biophysics 

細胞生物学 
50%  40% 10% 

平成21年11

月16日 
エフォート率50%程度 

(平成24年度来日頻度は4回155日） 
 

 

 

影山龍一郎* 

(56) 

京都大学 

ウイルス研究所 

教授 

 

医学博士.  

神経幹細胞生

物学 

 

15% 10% 65% 10% 
平成25年 

2月2日 

エフォート率25%程度 

75％はウイルス研究所にて従事 
 

 

 

斎藤 通紀* 

(42) 

京都大学 

大学院医学研究科 

教授 

博士(医学）  

生殖細胞生物

学 

幹細胞生物学 

15% 5% 70% 10% 
平成25年 

1月16日 

エフォート率20%程度 

80％は大学院医学研究科にて従事 
 

 

 



ホスト機関名 - 1 

添付様式２－別添 

新規主任研究者個人票 
 

氏 名 （ 年 齢 ） 
※ 世界トップレベルと考えられ 
る研究者は、氏名の右側に* 
（アスタリスク）を付す。 

影山龍一郎（56） 

現在の所属機関・部局・職 京都大学ウイルス研究所・教授 

学 位 、 現 在 の 専 門 
学位：1982年 医学博士（M.D.）京都大学医学部 

   1986年 医学博士（Ph.D.）京都大学医学研究科 

専門：分子生物学 

研究・教育歴 

1976-1982    学生 京都大学医学部 

1982年5月    国家試験に合格、MDを取得 

1982-1986    博士課程学生 京都大学医学研究科博士課程学生 

1986年3月    医学博士（PhD）取得 

1986-1989    ポスドク研究員 米国国立がん研究所 

1989       助教 京都大学医学部 

1991       准教授 京都大学医学部 

1997から現在 教授 京都大学ウイルス研究所 

2006-2010   所長 京都大学ウイルス研究所 

これまでの研究の成果、アピールすべき点 （※ 世界トップレベルと考えられる研究者については、その理由を明記） 

 

１．Hes1遺伝子とHes5遺伝子の幹細胞内のノッチ･エフェクターとして解明 

２．神経幹細胞の維持におけるHes1遺伝子及び前神経遺伝子の振動発現の重要性の解明 

３．Hes7遺伝子の分節時計遺伝子としての解明 

 

研究活動実績 
（１）国際的影響力   a）分野を代表する国際学会での招待講演・座長・理事・名誉会員、b）有名レクチャ

ーシップへの招待講演、c）主要国アカデミー会員、d）国際賞の受賞、e）有力雑誌
の編者の経験 等 

基調講演： 

2006年（カナダ・バンフ）International Society of Developmental Neuroscience 

2006年（シンガポール）Journal of Neurochemistry50周年記念シンポジウム 

 

受賞：1994年 日本生化学会奨励賞 

 

会員： 

日本生化学会（2000年より理事会メンバー） 

日本分子生物学会 

日本発生生物学会 

日本神経科学学会 

Society for Neuroscience 

American Society for Biochemistry and Molecular Biology 

 

編集委員： 



ホスト機関名 - 2 

Journal of Molecular Cell Biology (2009年より) 

Mechanism of Development (2011年より) 

 

編集長： 

Genes to Cells (2010年より副編集長) 

Developmental Biology (2012年より編集長) 

 

アドバイザリーボード： 

アジア太平洋分子生物学ネットワーク(A-IMBN)（2007年より） 

日本学術会議（2008年より） 

理化学研究所 発生・再生科学総合研究センター（2009年より） 

 

（２）大型の競争的資金の獲得（過去５年の大型の競争的資金の獲得実績） 

  

CREST（2006年10月1日-2012年3月31日）総額 305,300,000円 

CREST（2012年10月1日-2018年3月31日）総額 310,350,000円 

 

（３）論文被引用（主要な発表論文名、被引用の程度等） 

  

Sasai et al. (1992) Two mammalian helix-loop-helix factors structurally related to Drosophila hairy and 
Enhancer of split. Genes & Dev. 6, 2620-2634. Cited 511 

Ishibashi et al. (1995) Targeted disruption of mammalian hairy and Enhancer of split homolog-1 (HES-1) leads 
to up-regulation of neural helix-loop-helix factors, premature neurogenesis and severe neural tube defects. 
Genes & Dev. 9, 3136-3148. Cited 455 

Ohtsuka et al.(1999) Hes1 and Hes5 as Notch effectors in mammalian neuronal differentiation. EMBO J. 18, 
2196-2207. Cited 451 

Jensen et al. (2000) Control of endodermal endocrine development by HES-1. Nature Genet. 24, 36-44. Cited 
626 

Hirata et al. (2002) Oscillatory expression of the bHLH factor Hes1 regulated by a negative feedback loop. 
Science 298, 840-843. Cited 311 

Imayoshi et al. (2008) Roles of continuous neurogenesis in the structural and functional integrity of the adult 
forebrain. Nature Neurosci. 11, 1153-1161. Cited 306 

 

（４）その他（当該研究者が世界トップレベルと判断するに足る実績 等） 

  

 
 



ホスト機関名 - 3 

 

氏 名 （ 年 齢 ） 
※ 世界トップレベルと考えられ 
る研究者は、氏名の右側に* 
（アスタリスク）を付す。 

斎藤通紀（42） 

現在の所属機関・部局・職 京都大学医学研究科・教授 

学 位 、 現 在 の 専 門 
学位：1995年 医学博士（M.D.）京都大学医学部 

   1999年 医学博士（Ph.D.）京都大学医学研究科 

専門：細胞生物学 

研究・教育歴 

2011年8月－現在        JST ERATO研究代表者 

2009年4月－現在        京都大学医学研究科機能微細形態学・教授 

2003年4月－2010年3月  理化学研究所発生生物学チームリーダー 

2003年1月－2003年5月  The Wellcome Trust/ Cancer Research UK. Gurdon Institute上級研究員 

2000年1月－2002年12月 The Wellcome Trust/ Cancer Research UK. Gurdon Institute訪問研究員 

199年4月－1999年3月   日本学術振興会特別研究員（PD） 

1995年4月－1999年3月  日本学術振興会特別研究員（DC） 

1989年4月－1995年3月  京都大学医学部 

 

これまでの研究の成果、アピールすべき点 （※ 世界トップレベルと考えられる研究者については、その理由を明記） 

 

哺乳動物の生殖細胞の発生のin vitroでのメカニズムおよび再構成に取り組んでおり、その業績は、マウスにお
ける生殖細胞特異化の鍵転写調節因子の同定およびマウス多能性幹細胞を用いた生殖細胞仕様のin vitroでの
再構成が挙げられる。特に、in vitroでの始原生殖細胞様細胞に由来する卵母細胞からの子孫の成功分離の彼の
仕事は、国際的な権威ある科学ジャーナルによる2012年のトップ10の科学的ブレークスルーの一つとして選
ばれました。 

 

研究活動実績 
（１）国際的影響力   a）分野を代表する国際学会での招待講演・座長・理事・名誉会員、b）有名レクチャ

ーシップへの招待講演、c）主要国アカデミー会員、d）国際賞の受賞、e）有力雑誌
の編者の経験 等 

 

これまでに国際幹細胞研究学会（ISSCR）で4回のほか、その他多くの著名な国際学会（Cold Spring Harbor 
Meetings, Keystone Meetings, Gordon Conferencesなど）で招待講演を行っている。2014年ISSCR集会のプ
ログラム委員でもある。 

 

編集委員：  

2012年－現在  Developmental Cell 

 

（２）大型の競争的資金の獲得（過去５年の大型の競争的資金の獲得実績） 

JST, ERATO, August 2011 - March 2017 

JST, CREST, October 2009 – March 2012 

（３）論文被引用（主要な発表論文名、被引用の程度等） 
 
計72報。3293報の論文において5371回の引用を受けている（2013年4月20日現在、Scopus） 
 
Offspring from oocytes derived from in vitro primordial germ cell-like cells in mice, Science, 
2012, cited 12 times. 



ホスト機関名 - 4 

Reconstitution of the mouse germ cell specification pathway in culture by pluripotent stem 
cells, Cell, 2011, cited 67 times. 
A signaling principle for the specification of the germ cell lineage in mice, Cell, 2009, cited 77 
times 
Critical function of Prdm14 for the establishment of the germ cell lineage in mice, Nature 
Genetics, 2008, cited 102 times. 
Complex genome-wide transcription dynamics orchestrated by Blimp1 for the specification of 
the germ cell lineage in mice, Genes and Development, 2008, cited 84 times. 
Cellular dynamics associated with the genome-wide epigenetic reprogramming in migrating 
primordial germ cells in mice, Development, 2007, cited 125 times. 
An improved single-cell cDNA amplification method for efficient high-density oligonucleotide 
microarray analysis, Nucleic Acids Research, 2006, cited 130 times. 
Blimp1 is a critical determinant of the germ cell lineage in mice, Nature, 2005, cited 314 times. 
A molecular programme for the specification of germ cell fate in mice, Nature, 2002, cited 371 
times. 

 

（４）その他（当該研究者が世界トップレベルと判断するに足る実績 等） 

  

 
 



添付様式 3 

 
京都大学 - 1 

平成24年度の拠点活動の実績について 
 

 
 
１．拠点の研究体制 
 
１－１．「ホスト機関内に構築される中核」の研究者数 
 

・以下の各欄の人数を記載し、研究者については下段に<外国人研究者数,％> [女性研究者数,％]として

それぞれの内数を記載すること。また、事務スタッフについては、下段に（英語を使用可能なものの

人数, ％）として内訳を記載すること。 

・「最終目標」欄には現在の予定を記入し、その達成時期の目安を「○年○月頃」として表中に記入す

ること。 

 

 中間評価後の拠点構想見
直し時に設定した目標 

平成24年度末実績 
最終目標 

平成26年3月頃 

研 究 者 
185 

<64, 35%> [55, 30%] 
183 

<61, 33%> [41, 22%] 
185 

<64, 35%> [55, 30%] 

内
訳 

主任研究者 18 
<3, 17%> [2, 12%] 

19 
<3, 16%> [2, 11%] 

18 
<3, 17%> [2, 12%] 

その他研究者 167 
<61, 37%> [53, 32%] 

164 
<58, 35%> [39, 24%] 

167 
<61, 37%> [53, 32%] 

研究支援員数 81 86 81 

事務スタッフ 34 36 
(23, 64%) 

34 
(21, 62%) 

合 計 300 305 300 

 
その他特記事項 

・最終目標に向けた具体的な計画や既に決定している主な研究者採用予定（特に主任研究者の場合）など、

特記すべきことがあれば記載すること。 

・世界的な頭脳循環を背景として、当該拠点が研究者としてのキャリアパスに組み込まれている好例（世

界トップの研究機関からの異動またはそうした機関への異動・抜擢等）があれば、異動元又は異動先及

び拠点での研究期間を含めて記載すること。 

 

 

iCeMSから一流研究機関への就職例(平成19-24年度) 

iCeMSでのポジション 新しいポジション                 

研究員： 
平成20年4月-平成21年2月 

千葉大学先進科学センター 
助教 

研究員： 
平成20年7月-平成21年3月 

京都大学低温物質科学研究センター 
助教 

ポスドク研究員（JST ERATO北川統合細孔プロジェクト)： 
平成20年4月-平成21年3月 

甲南大学フロンティアサイエンス学部 
講師 

研究員： 
平成20年4月-平成21年6月 

Indian Institute of Technology（インド） 
助教 



添付様式 3 

 
京都大学 - 2 

研究員： 
平成21年7月-平成22年2月 

蘭州大学化学化工学部（中国） 
准教授 

研究員： 
平成21年4月-平成22年3月 

金沢大学医薬保健研究域 
助教 

ポスドク研究員（JST ERATO北川統合細孔プロジェクト)： 
平成20年4月-平成22年4月 

金沢大学自然科学研究科 
助教 

ポスドク研究員（JST ERATO北川統合細孔プロジェクト)： 
平成21年4月-平成22年4月 

京都大学物質－細胞統合システム拠点 
助教 

助教： 
平成21年7月-平成22年9月 

Petrochemical Research Institute of Petrochina（中国） 
主任研究員 

JSPS特別研究員： 
平成20年11月-平成22年10月 

シンガポール国立大学（シンガポール） 
研究員 

ポスドク研究員（JST ERATO北川統合細孔プロジェクト)： 
平成21年4月-平成22年10月 

北海道大学触媒化学研究センター 
助教 

研究員Research Associate：  
平成20年8月-平成22年11月 

九州大学理学部 
助教 

ポスドク研究員（JST ERATO北川統合細孔プロジェクト)： 
平成22年4月-平成22年12月 

神戸大学理学部 
助教 

研究員： 
平成21年10月-平成23年2月 

サムスン先端技術研究所 
研究員 

研究員： 
平成20年4月-平成23年3月 

東北大学工学部 
准教授 

研究員：  
平成20年4月-平成23年5月 

大阪大学基礎工学部 
助教 

研究員： 
平成22年4月-平成23年3月 

京都大学再生科学研究所 
助教 

研究員Research Associate： 
平成23年2月-平成23年8月 

熊本大学生命科学研究部 
助教 

ポスドク研究員（JST ERATO北川統合細孔プロジェクト)： 
平成22年4月-平成23年8月 

京都大学工学研究科 
助教 

研究員Research Associate：  
平成21年4月-平成23年11月 

筑波大学数理物質科学研究科 
助教 

助教： 
平成20年8月-平成24年2月 

東京工業大学生命理工学部 
教授 

助教：   
平成21年4月-平成24年3月 

滋賀大学教育学部 
講師 

助教：  
平成20年4月-平成24年3月 

獨協医科大学教養医学科 
講師 
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京都大学 - 3 

助教：  
平成21年11月-平成24年3月 

京都大学工学研究科 
准教授 

研究員：  
平成21年10月-平成24年3月 

武漢大学College of Chemistry and Molecular Sciences 
(中国） 
講師 

研究員：  
平成22年8月-平成24年4月 

東京工業大学大学研究員生命理工学研究科 
助教 

研究員：  
平成22年4月-平成24年6月 

徳島大学薬学部 
助教 

研究員： 
平成21年10月-平成24年7月 

McGill University (カナダ) 
助教 

助教 
平成24年4月-平成24年12月 

富山大学大学院理工学教育部 
准教授 

助教 
平成23年4月-平成25年3月 

理化学研究所(理研) 
上席研究員 

助教 
平成22年4月-平成25年3月 

京都大学白眉センター 
准教授 

研究員：  
平成24年4月-平成24年10月 

School of Life Sciences, Nanjing University (China) 
准教授 

 
 
 
１－２．サテライト機関等 
 
・以下の表にサテライト機関・連携機関の一覧を整理すること。 

・新たに設置・廃止する機関については、「備考」欄にその旨を記載すること。 

・海外にサテライト機関を設置している場合は、それぞれの機関別の共著論文数と研究者交流の実績

を添付様式４に記載すること。 
 
<サテライト機関> 

機関名 所属PI(該当する場合) 備考 

岐阜大学応用生物科学部 木曽 真 教授  

 
<連携機関> 

機関名 所属PI（該当する場合） 備考 

Wellcome Trust Centre for Stem Cell 
Researchおよび姉妹研究所である
Wellcome/Gurdon Institute（英国ケンブ
リッジ大学） 

  

インド国立生命科学研究センター
（NCBS）及びNCBS内にある幹細胞・再
生医学研究所（inStem） 

 
平成22年4月28日、覚書締結 
NCBS-inStem内にiCeMSサテライトラボを
設立。 
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京都大学 - 4 

マックスプランク分子細胞生物学・遺伝
学研究所 (MPI-CBG)   

UCLAカルフォルニア・ナノシステム研究
所（CNSI）  平成22年3月15日、覚書締結 

パデュー大学 基礎・応用膜科学センタ
ー   

理化学研究所 発生・再生科学総合研究
センター（理研CDB）   

エジンバラ大学 医学研究評議会（MRC）
再生医療センター（CRM）  平成23年3月30日、覚書締結 

モスクワ物理工科大学（MIPT）  平成23年3月31日、覚書締結 

ソウル国立大学メディシナルバイオコ
ンバージェンス研究所(Biocon)  平成23年3月29日、覚書締結 

ジャワハルラル・ネルー先端科学研究セ
ンター(JNCASR)  ［平成23年度連携開始］ 

平成23年4月18日、覚書締結 

ハイデルベルグ大学 SFB873（幹細胞の
維持・分化に関する共同研究センター）   

アメリカ国立衛生研究所（NIH）再生医
学センター（CRM）  ［平成23年度連携開始］ 

平成23年11月21日、覚書締結 

ポハン工科大学先端材料科学科
(POSTECH AMS)  ［平成23年度連携開始］ 

平成23年11月16日、覚書締結 

Peking University and Tsinghua 
University Center for Life Sciences 
(CLS) 

 平成24年4月20日、覚書締結 

 
 
２．競争的資金等の獲得状況 
 
・平成24年度中に獲得した競争的資金等の研究費： 
 
総額： 17億5900万円 
 
・特筆すべき外部資金については、その名称と総額を含めつつ、以下で説明すること。 
 
iCeMS研究者による獲得資金は総額17億5900万円。内訳は、科学研究費補助金4億円、最先端・次世代研究開発支援プログラ

ム1億6500万円、受託研究費9億8300万円、その他競争的資金2億1100万円。 
 

   （単位：百万円）    
科学研究費補助金 400 
最先端・次世代研究開発支援プログラム 
（NEXTプログラム） 

165 

受託研究・受託事業（NEDO含む）Sponsored Research Funding (including 
NEDO) 

983 

共同研究 161 
寄付金 50 
合計 1,759 

*山中研究室の予算はiPS細胞研究所として集計されており、本表には含まれていない。 
. 
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３．国際研究集会の開催実績 
 
・以下の表を用いて、平成24年度に開催した国際会議等の件数及び代表例（3件以内）を整理すること。 
 
平成24年度： 10件 

代表例（会議名称・開催地） 参加人数 

CLS-iCeMS合同シンポジウム「Crossing Boundaries：Stem Cells, Materials, and 
Mesoscopic Sciences and Beyond」  
平成24年4月20-22日  
中国・北京 

日本国内の研究機関から： 42 
海外の研究機関から： 194 

第12回iCeMS国際シンポジウム兼第6回ナノバイオテクノロジー年次シンポ

ジウム「Kyoto Cell-Material Integration」 
平成24年11月8-9日 
日本・京都 

日本国内の研究機関から： 105 
海外の研究機関から： 37 

iCeMS国際シンポジウム兼RSC-iCeMS国際合同シンポジウム 
「Cell-Material Integration and Biomaterials Science」 
平成25年3月18-19日 
日本・京都 

日本国内の研究機関から： 131 
海外の研究機関から： 26 

 
 
 
 
 

 

合計：514 

合計：996 

合計：682 

合計：1,811 

合計：1,311 

合計：1,759 
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４．拠点の運営体制 
 
・以下に拠点の運営体制をわかりやすく示した図を掲載すること。 
・中間評価後に見直した拠点構想から変更がある場合、その点を説明すること。特に、事務部門長、

ホスト機関の長、ホスト機関の担当役員（研究担当理事等）の変更があった場合は、その旨を記載
すること。 

 
 
 
 
 
 

総長 
松本 紘 
理事・副学長 
吉川 潔 

拠点長 
北川 進 

副拠点長 

影山 龍一郎
1
 

PI会議長 
植田 和光 

事務部門長 
富田 眞治 

執行部 

学術有識者委員会 
企業連携有識者 

委員会 

主任研究者 (PIs) 

メゾバイオ1分イメジングセンター (CeMI) 

影山 龍一郎
1
 Yong Chen 橋田 充 

斉藤 通紀
4
 

今堀 博 

中辻 憲夫 

上杉 志成 楠見 明弘 
CeMI センター長 
原田 慶恵 

John Heuser 田中 耕一郎 
CiRA 所長 
山中 伸弥 

杉山 弘 

Konstantin Agladze
2
, 

柊 卓志
3
 

植田 和光 
 

見学 美根子 

木曽 真 北川 進 

事務部門 

Peter Carlton 

京都大学 

Ziya Kalay Franklin Kim 村上 達也 
Dan Ohtan 
Wang

5
 

iCeMS PIs 

鈴木 健一 仙石 慎太郎 加藤 和人 

NCBS-inStem 
サテライト・ラボ 

イノベーション・

マネジメント 

科学 

コミュニケーション 

iCeMS 

高野 幹夫 

副拠点長 
上杉 志成 

CiRA PI 
山本 拓也 

iCeMS 京都フェロー 

総務 

セクション 

副事務部門長 河原隆 

情報戦略室 
財務 

セクション 

外部資金 

セクション 

施設・ 

安全衛生 

セクション 

国際広報 

セクション 
国際・企画

セクション 

研究企画 

セクション 

外国人研究者 

支援室 
 

ヒトES細胞 

研究倫理審査

支援室 

京都大学 
連携教授 

1
 平成25年2月就任  

2, 3
平成25年3月退任  

4
平成25年1月就任 

5
 平成25年10月に昇進 
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５．キャンパス配置図 
 
・以下に拠点のキャンパス及びPI等の配置をわかりやすく示した図を掲載すること。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

桂キャンパス 
- 北川進 
- 今堀博 

吉田キャンパスの詳細は 
次のページ 

宇治キャンパス 
- 上杉志成 
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吉田キャンパス 
 
 
 

iCeMS研究棟, No. 1/Annex 
- Agladze, Konstantin 
- 原田慶恵 
- Heuser, John 
- 柊卓志 
- 影山龍一郎 
- 見学美根子 
- 楠見明弘 
- 斉藤通紀 
- 田中耕一郎 
- 上野サブグループ(北川研) 
- 古川サブグループ(北川研) 
- 斉藤サブグループ(上杉研)  
- 村上・今堀グループ 
- Carlton, Peter 
- Kim, Franklin 
- Wang, Dan Ohtan 

北部キャンパス 
- 植田和光 
- 杉山弘 
 

iCeMS本館 
- Chen, Yong 
- 中辻憲夫 
- 遠藤サブグループ(杉山研) 
- 高野幹夫 
- Kalay, Ziya 

薬学部 
- 橋田充 

CiRA 
- 山中伸弥 
- 山本卓也 



６．事業費

○拠点活動全体

経費区分 内訳 事業費額 1,329

・拠点長、事務部門長 3人 33

・主任研究者　16人 180 6

・その他研究者　95人 493 6

・研究支援員　52人 109

・事務職員　22人 95

計 910

・招へい主任研究者等謝金 平成24年度設備備品調達額 81

・人材派遣等経費　 35人 93 81

・スタートアップ経費　16人 176

・サテライト運営経費　2ヶ所 50

・国際シンポジウム経費　3回 6

・施設等使用料 22

・消耗品費 87

・光熱水料 42

・その他 96

計 572

・国内旅費 7

・外国旅費 20

・招へい旅費　国内44人、外国24人 13

・赴任旅費　国内7人、外国6人 3

計 43

・建物等に係る減価償却費 125

・設備備品に係る減価償却費 445

計 570

・運営費交付金等による事業 31

・受託研究等による事業 784

・科学研究費補助金等による事業 315

計 1,130

3,225

研究プロジェクト費

合　　　　　　　計

事業推進費

・その他

旅費

設備備品等費

（単位：百万円） （単位：百万円）

平成24年度ＷＰＩ補助金額

人件費

平成24年度施設整備額

・その他



○サテライト等関連分

経費区分 内訳 事業費額
・主任研究者　0人
・その他研究者　2人
・研究支援員　6人
・事務職員　1人

計 44
事業推進費 2
旅費 3
設備備品等費 1
研究プロジェクト費 35

85合　　　　　　　計

（単位：百万円）

人件費



 
 

Appendix 5 
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平成２４年度 第一線級外国人研究者国内滞在実績一覧 

 

研究者 計42名 

氏名 (年齢)  
現在の所属機関 

・部局・職 

学位、現在の専

門 
研究活動実績 
（受賞歴等） 

時期及び期間 

拠点における活動の概要 

（主任研究者としての参

加、共同研究者として

の短期滞在、シンポジ

ウムへの参加 等） 

SILVERMAN, Michael  
サイモンフレイザー大学・ 
生物科学部・准教授 

Ph.D. 
神経科学 
 

 
平成24年4月12日 
1日間 

セミナー講演のための短

期滞在 

IRA, Pastan (81) 
国立衛生研究所(NIH)・ 国立

がん研究所・教授 
M.D., Ph.D. 
分子生物学 

The prestigious 
international Antonio 
Feltrinelli Prize for 
Medicine 

平成24年4月3-6日 
4日間 

セミナー講演のための短

期滞在 

LUTZ, Schmitt  

デュッセルドルフ・ハインリ

ッヒ・ハイネ大学・ 
生物化学研究所・ 
教授  

Ph.D. 
分子生物学 

Teaching awards of the 
Heinrich-Heine-University 
Düsseldorf (2008) 

 

平成24年4月3-6日 
4日間 

セミナー講演のための短

期滞在 

LOHSE, Martin (56) 

ヴュルツブルク・ユリウス・

マクシミリアン大学・ 
ルドルフ・ウィルチョウセン

ター・議長/教授 

M.D., Ph.D. 
生物物理学 Leibniz Award (1999) 

平成24年4月4-5日 
2日間 

セミナー講演のための短

期滞在 

VALENTIN, Finn (65) 

 
バイオビジネス研究センタ

ー・所長/教授 
 

MSc.,  
イノベーション

マネージメント 
 

平成24年5月14-16日 
3日間 

国際ワークショップ参加

のための短期滞在 

JOLIVET, Eric 
Jeanregis (44) 

トゥールーズ大学・准教授 
Ph.D. 
産業社会経済学  

平成24年5月14-16日 
3日間 

国際ワークショップ参加

のための短期滞在 

JOYDEEP, Goswami  
ライフテクノロジーズジャ

パン株式会社・代表取締役 
Ph.D., MBA,  
化学工学  

平成24年5月17日 
1日間 
 

会議のための短期滞在 

XIE, Xiaoliang (50) 
ハーバード大学 
化学・化学生物学科 
教授 

Ph.D. 
生物物理学 
(イメージング) 

Biophysical Society 
Founders Award (2012)/ 
E.O. Lawrence Award in 
Chemistry, U.S. 
Department of Energy 
(2009) 

平成24年5月23日 
1日間 
 

セミナー講演のための短

期滞在 

CHEN, Chia-Chun 
国立台湾師範大学・教授 
中央研究院原子興分子科学

研究所・連携研究員 

Ph.D.  
ナノケミストリ

ー 

The Best Paper Award for 
Nanotech/ IAMS Annual 
Award for Outstanding 
Publication by a Research 
Fellow 

平成24年6月25-26日 
2日間 

講義のための短期滞在 

LANGA DE LA 
PUENTE, Fernando 
(58) 

カスティーリャ·ラ·マンチ

ャ大学,  
ナノ化学・ナノ技術分子細胞

研究所 

Ph.D.  
化学  

平成24年7月9-11日 
3日間 

シンポジウムでの講義の

ための短期滞在 

LIPPINCOTT-SCHWA
RTZ, Jennifer  

国立衛生研究所・国立小児保

健発達研究所・所長 
Ph.D.  
細胞生物学 

Elected to the National 
Academy of Sciences 
(2008). 

平成24年8月25日 
1日間 

セミナー講演のための短

期滞在 

TOOMRE, Derek  
エール大学・細胞生物学部・ 
准教授 

Ph.D.  
細胞生物学 

NIH Director New 
Innovator Award (2007) 
NIH Director New 
Innovator Award 

平成24年8月25-30日 
6日間 

セミナー講演のための短

期滞在 

BLANCHARD, Scott  
ワイルコーネル医科大学・ 
准教授 

Ph.D.  
単細胞生物物理

学 

James D. Watson  
Investigator Award 
(2006)/ Giannini 
Foundation Post-doctoral 
Fellow (2002) 

 
平成24年8月26日- 
9月3日 
9日間 
 

セミナー講演のための短

期滞在 
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IKONEN, Elina  
ヘルシンキ大学生体臨床医

学・解剖学研究所 
教授 

Ph.D.  
生物化学  

平成24年8月29日 
1日間 
 

セミナー講演のための短

期滞在 

JOHNSSON, Kai () 
スイス連邦工科大学ローザ

ンヌ校・化学工学研究所・教

授 

Ph.D.  
蛋白質化学 

Prix APLE for the 
invention of the year 
(2003)/ Human Frontier 
Science Program 
Grant(2004) 

平成24年8月29日 
1日間 

セミナー講演のための短

期滞在 

ANDERSON, Harry 
(49) 

オックスフォード大学・化学

学部・教授 
 

Ph.D.  
化学 Tilden Prize(2012) 

平成24年9月19日 
1日間 
 

セミナー講演のための短

期滞在 

VERNA, McErlane  
インターナショナルコマー

シャルオペレーション・ 
取締役 

Ph.D.  
生命工学 

The Saltire Foundation 
Fellowship Program 
(2009)/ The Galen 
Pharmaceutical Prize 
(1999) 

平成24年9月19日 
1日間 
 

セミナー講演のための短

期滞在 

WANG, Yuh-Lin  
中央研究院原子興分子科学

研究所・上席研究員 
 

Ph.D.  
Functional 
Nonmaterial 

Foundation for the 
Advancement of 
Outstanding Scholarship 
(2005~2010)/ 
Outstanding 
Nanotechnology 
Research Paper Award, 
Far Eastern Y. Z. Hsu 
Science and Technology 
Memorial Foundation, 
Taiwan (2002) 

平成24年9月28日 
1日間 

 

セミナー講演のための短

期滞在 

ABRAHAM, Istvan M. 
(45) 

オタゴ医療技術大学・ 
研究責任者 

M.D., Ph.D.  
神経生物学 

University of Otago 
Research Grant 
(2009-2010) 

 
平成24年10月1日- 
11月1日 
32日間 

 

共同研究のための短期滞

在 

CHEETHAM, Anthony 
(66) 

ケンブリッジ大学・ 
物質科学・金属学部 
教授 

Ph.D.  
錯体化学 

Elected a Fellow of the 
Royal Society/ 
Corday-Morgan Medal 
and Prize of Royal Society 
of Chemistry (1982) 

 
平成24年10月9日 
1日間 

 

講義のための短期滞在 

NIRUPAMA, Shevde  

ライフテクノロジーズジャ

パン株式会社・初期幹細胞部

門・シニアトレーニングスペ

シャリスト 

Ph.D.  
骨生物学  

 
平成24年11月28日 
1日間 

 

講義のための短期滞在 

WILLNER,Itamar 
(66) 

エルサレム・ヘブライ大学 
化学研究所・教授 

Ph.D.  
化学 

EMET Prize in Chemistry 
(under the auspices of 
the Prime Minister of 
Israel) 2008/ Rothschild 
Prize in Chemistry 2008 

平成24年11月19-25日 
7日間 

 

シンポジウムに参加のた

めの短期滞在 

TKACHENKO, Nikolai  
タンペレ工科大学・化学生物

工学部・教授 
Ph.D.  
物理化学  

平成24年11月19-21日 
3日間 

シンポジウムに参加のた

めの短期滞在 

WANG, Ming-Wei  
 

中国科学院上海药物研究

所・教授 
Ph.D.  
創薬 

The Shanghai 2002 First 
Prize in Science and 
Technology Advancement 
(2003)/ The National 
2003 Second Prize in 
Science and Technology  
Advancement (2004) 

平成24年11月9日 
1日間 

会議に参加のための短期

滞在 

SCHURER, Orlando 
D.  

ストーニーブルック大学 
薬理化学部・教授 

Ph.D.  
ほ乳類DNA修復 

NYSTAR Faculty 
Development Award 
(2005)/ EMBO Young 
Investigator Award 
(2001) 

平成24年11月28-29日 
2日間 

セミナー講演のための短

期滞在 

DE CAMILLI, Pietro 
(45) 

エール医科大学・ハワードヒ

ューズメディカル研究所・ 
教授 

M.D., Ph.D.  
神経科学 

Sir Bernard Katz Award by 
the Exocytosis and 
Endocytosis Subgroup of the 
Biophysical Society (2012)/ 
Javitz Neuroscience 
Investigator Award (2010) 

平成24年2月5日 
1日間 

セミナー講演のための短

期滞在 

http://www.simm.ac.cn/
http://www.simm.ac.cn/
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CHOQUET, Daniel 
(50) 

ボルドーセガレーヌ大学・学

術神経科学研究所 
教授 
 

Ph.D.  
神経科学 

Silver Medal from the 
CNRS (2009)/ Grand prix 
de l'Académie des 
Sciences, prize of the CEA 
(2004) 

平成25年5月17-20日 
4日間 

iCeMS顧問委員会会議の

ため短期滞在 

SCHUTH, Ferdi (52) 
ミュールハイムマックスプ

ランク研究所・取締役 

Ph.D.  
バイオマスエネ

ルギー交換 

Gottfried Wilhelm Leibniz 
Prize of the Deutsche 
Forschungsgemeinschaft 
(2003)/ Elected 
Vice-President of the 
Deutsche 
Forschungsgemeinschaft 
(German Research 
Foundation) (2007) 

平成25年5月17-20日 
4日間 

iCeMS顧問委員会会議の

ため短期滞在 

POEPPELMEIER, 
Kenneth R. (63) 

ノースウエスタン大学・化学

部・教授 
Ph.D.  
化学 

National Science 
Foundation Creativity 
Extension Award 
(2000-2002)/ Charles E. 
and Emma H. Morrison 
Professor of Chemistry 
(2010) 

平成25年5月17-20日 
4日間 

iCeMS顧問委員会会議の

ため短期滞在 

HAW, Mark D. (45) 
ストラスクライド大学・化学

プロセス工学部・講師 
Ph.D.  
物理学 

Author of "Middle World: 
The Restless Heart of 
Matter and Life" 

平成25年5月17-20日 
4日間 

iCeMS顧問委員会会議の

ため短期滞在 

BAIRD, Barbara (61) 
ベーカーラボラトリー・教授 
 

Ph.D.  
物理学 

Fellow, American 
Academy of Arts and 
Sciences/ Horace White 
Professor of Chemistry 

平成25年5月17-20日 
4日間 

iCeMS顧問委員会会議の

ため短期滞在 

LEE, Eng-Hin (69) 
シンガポール国立大学・ヨン

ルーリン７医学スクール・教

授 

M.D. 
医学 

Best Scientific Paper 
Award by the Paediatric 
Orthopaedic Society of 
North America/ Executive 
Director of Biomedical 
Research Council at 
Agency for Science, 
Technology and Research 

平成25年5月17-20日 
4日間 

iCeMS顧問委員会会議の

ため短期滞在 

WATT, Fiona M. (57) 

 
ロンドンキングスカレッ

ジ・幹細胞再生医療センタ

ー・取締役 

Ph.D.  
医学 

Royal Society Wolfson 
Research Merit Award 
(2011)/ Member, 
Academia Europaea 

平成25年5月17-20日 
4日間 

iCeMS顧問委員会会議の

ため短期滞在 

MOURITSEN, 
Ole(63) 

南デンマーク大学・化学・薬

学・物理学科・教授 
Ph.D.  
生物化学 

British Royal Society of 
Chemistry Bourke Award/ 
Danish National Prize for 
Research Communication 

平成25年3月15-17日 
3日間 

シンポジウムでの講義の

ため短期滞在 

BITTMAN, Robert () 
ニューヨーク大学・クイーン

ズカレッジ・名誉教授 
Ph.D.  
合成化学 

The NIH’s prestigious 
MERIT Award/ Fellow of 
the American Association 
for the Advancement of 
Science 

平成25年3月15-17日 
3日間 

シンポジウムでの講義の

ため短期滞在 

GAUS, Katharina () 
ニューサウスウェールズ大

学・ローウィがん研究センタ

ー・教授 

Ph.D.  
細胞生物学 

The Young Investigator 
Award from the 
Australia and New 
Zealand Society for Cell 
and Developmental 
Biology (2010)/ The 
ARC Early Researcher 
Award (2005)  

平成25年3月15-18日 
4日間 

シンポジウムでの講義の

ため短期滞在 

CHO, Wanhwa () 
イリノイ大学・化学部・ 
名誉教授 

Ph.D.  
生物化学 

Graduate Mentoring 
Award, University of 
Illinois (2009)/ Editorial 
Board, Progress in Lipid 
Research (2010-) 

平成25年3月15-17日 
3日間 

シンポジウムでの講義の

ため短期滞在 

RITCHIE, Ken () 
パデュー大学・物理学部・准

教授 
Ph.D.  
生物物理学  

平成25年3月15-17日 
3日間 

シンポジウムでの講義の

ため短期滞在 
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PANG, Dai-Wen (52) 
武漢大学・化学・分子科学

科・教授 
Ph.D.  
生物化学  

平成25年3月15-17日 
3日間 

シンポジウムでの講義の

ため短期滞在 

GROVES, Jay () 
カリフォルニア大学バーク

レー校・化学専攻・教授 
Ph.D.  
生物物理学 

Nature Biotechnology 
Award for Outstanding/ 
LBNL Award for 
Excellence in Technology 
Transfer 

平成25年3月16-17日 
2日間 

シンポジウムでの講義の

ため短期滞在 

SUNAHARA, Roger () ミシガン大学医学部・准教授 Ph.D.  
生物化学  

平成25年3月16-17日 
2日間 

シンポジウムでの講義の

ため短期滞在 

KENKRE, V.M. Nitant 
() 

ニューメキシコ大学・物理学

部・名誉教授 
Ph.D.  
理論生物物理学  

平成25年3月15-17日 
3日間 

シンポジウムでの講義の

ため短期滞在 
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アウトリーチ活動の状況 
 
 
・以下の表を用いて、平成24年度のアウトリーチに関する活動実績（件数、回数）を整理すること 
・その他、特色のある活動実績や記載すべき事項があれば「特記事項」に記載すること 
・プレスリリース・取材などの結果、平成24年度中に報道された記事等については添付様式７に整理すること。 
 

種別 平成24年度実績(件数、回数) 
広報誌・パンフレット 3 
一般向け講演会・セミナー 28 

小・中・高向けの授業・実験・実習 
 

36 

サイエンスカフェ 16 
一般公開 0 

イベント参加・出展 13 

プレスリリース 38 

*メディア報道数: 1,165 回 (国内の新聞, 雑誌, テレビ、インターネット) 
 
＜特記事項：国際的認知度の増加＞ 
 
a)ウェブサイトのアクセス数分析 s 
iCeMSホームページへの訪問数は5年連続で増加しており、平成20年の月平均3,313回から、平成24年は

15,027回へと454%の増加を見せている（表1参照）。国際的な視点という意味でも、海外からのアクセスが

5年連続で増加しており、平成20年の月平均337回から、平成24年は2790回へと828%増加した（表2参照）。

海外からのアクセスが占める割合もまた増加傾向にあり、iCeMSの国際的な知名度の高まりを見ることがで

きる（表3参照）。 

 
 

b) ソーシャルメディアの活用 
若手研究者を中心とした世界中のより広範な人々との「つながり」を目指し、iCeMSではツイッター（平

成23年3月）、ユーチューブ（平成23年12月）、フェイスブック（FB）（平成24年3 月）といったソーシ

ャルメディアの導入・活用を行っている。特にFBは知名度向上に役立っており、平成24年、iCeMSホーム

ページのアクセスの内1,912件がFBを経由したものである。また、カウントの閲覧回数は月間11,559回に

上っており（FBユーザーはiCeMSが行った更新回数を見ることができる）、内外のiCeMSファンから支持

を集めている。 
 
c) 国際幹細胞サミット 
iCeMSは世界幹細胞サミット（2012年、米フロリダ）にも積極的に関与しており、世界40か国の産業界、

アカデミア、政府から総勢1,200人の参加者を集めたこのサミットを共催した。中辻教授が2年連続となる

プレナリーに登壇し、幹細胞と再生医療の専門家170名を含む観客に向けて講演を行った。ブース展示では



Appendix 6 

京都大学 - 2 

iCeMSで生まれた幹細胞技術を紹介し、協働・連携の可能性を探る観客の注目を集めたほか、ポスターセッ

ションへの参加や賞の審査員といった形でもiCeMSメンバーが活躍した。 
 
d) ボストン AAAS 年次大会で WP-iCeMS のブース展示 
WPI アウトリーチ担当者(iCeMS 研究企画)と MEXT 担当者から構成されるチームは 2013 年 2 月に米国ボス

トンで開催されたアメリカ科学振興協会(AAAS)年次大会で特に国際的かつ学術的性質に焦点をおいて、WPI
プログラム展示ブースを主催した。 
WPIブースが一部であったジャパンパビリオンは4,900名の参加者のうち1,100名以上の訪問者を魅了した。 
また、若手研究者達が自由で最先端の研究環境であるWPIに関心を高めることを目的とし、理化学研究所、
筑波大学とWPIが「Japan —  your next career destination?（参考訳：次の就職先としての日本）」と題
されたワークショップを共催した。 
 
将来計画: 
計画表に記されたイベントの目的は、以下の通り： 
1. 中高生の科学知識・能力の向上 
2. 拠点周辺地域社会とのコミュニケーションの促進 
3. 研究者の社会奉仕活動の参加促進 
4. マスメディアを通して拠点活動を社会に発信 
 
日程 題目 活動 対象 内容・目的 
平成25年
6月 

iCeMS Café 第15回 サイエンスカフェ 一般市民 2. 拠点周辺地域社会とのコミ

ュニケーションの促進 
3. 研究者の社会奉仕活動の参

加促進 
平成25年
10月 

iCeMS Café 第16回 サイエンスカフェ 一般市民 2. 拠点周辺地域社会とのコミ

ュニケーションの促進 
3. 研究者の社会奉仕活動の参

加促進 
平成25年
11月 

iCeMS/CiRAクラスルーム 幹細胞に関する研究体験
学習 

日本の高校教師及
び記者 

2. 拠点周辺地域社会とのコミ

ュニケーションの促進 
4. マスメディアを通して
拠点活動を社会に発信 

平成25年
11月 

iCeMS/CiRAクラスルーム 幹細胞に関する研究体験
学習 

日本の高校教師 1. 中高生の科学知識・能
力の向上 
2. 拠点周辺地域社会とのコミ

ュニケーションの促進 
平成25年
12月 

iCeMS/CiRAクラスルーム 幹細胞に関する研究体験
学習 

京都府立洛西高等
学校 

1. 中高生の科学知識・能
力の向上 
2. 拠点周辺地域社会とのコミ

ュニケーションの促進 
平成25年
12月21又
は22日 

京都大学 
Academic Day 

サイエンスダイアローグ 一般市民 2. 拠点周辺地域社会とのコミ

ュニケーションの促進 
3. 研究者の社会奉仕活動の参

加促進 
平成26年
1月 

iCeMS Café 第17回 サイエンスカフェ 一般市民 2. 拠点周辺地域社会とのコミ

ュニケーションの促進 
3. 研究者の社会奉仕活動の参

加促進 
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平成２４年度の主な研究成果等に係るメディア報道一覧 

 

※主なものを精選し、2ページ以内で作成すること 
 

番 

号 
日 時 

媒体名 

 
（新聞、雑誌、テレビ 等） 

内 容 概 略 

1 
平成24年 
4月20日 

日経新聞 10面 
(中辻, 山中) アルツハイマー薬開発後押し ヒトiPSで研

究用細胞 リプロセルと京大 

2 
平成24年 
4月30日 

日経新聞 11面 (北川) 燃料電池電解質低価格の新材料 京大 

 

3 
平成24年 
5月09日 

朝日新聞 8面 (中辻, iCeMS) ALS ES細胞で再現 京大 

4 
平成24年 
6月25日 

産経新聞 11面 
(北川) ナノ「ふるい」で分離 京大が作製 エタノール、

高速で 

5 
平成24年 
7月23日 

産経新聞 26面 
(鈴木) エイズ発症など仕組み解明に光、信号伝達役？の

構造分析 

6 
平成24年 
8月30日 

産経新聞 27面 
(北川) 世界で活躍する先輩に学ぶ 塔何高校の１年生７

人 ノーベル賞受賞有力候補 北川京大教授を訪問 

7 
平成24年 
9月13日 

日刊工業新聞 21面 
(中辻, iCeMS) 京大iCeMS 世界幹細胞サミット 日本初の

共催機関に 

8 
平成24年 
9月30日 

朝日新聞 31面 
(山中, 北川) 期待強大 ノーベルの秋 自由な学風の強み 
研究拠点 充実カギ 

9 
平成24年 
10月09日 

毎日新聞 1面 
(山中, iCeMS) ノーベル賞：医学生理学賞に山中伸弥氏 

iPS細胞作成、日本人25年ぶり 英博士と共同受賞 

10 
平成24年 
10月20日 

関西テレビ 
(村上) カーボン素材でがん細胞を死滅させる方法を発表 

京大 

11 
平成24年 
10月26日 

NHKテレビ (中辻) iPS細胞から低コストで心筋細胞 

12 
平成24年 
10月30日 

日経新聞 16面 
(北川, 松井) 水面移動の微少機械 京大開発 水はじく

物質放出 
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番 

号 
日 時 

媒体名 

 
（新聞、雑誌、テレビ 等） 

内 容 概 略 

13 
平成24年 
11月22日 

読売新聞 18面 (iCeMS, SCG) iPS細胞 高校生観察 京大 ゲームで学習も 

14 
平成24年 
11月23日 

産経新聞 27面 
(iCeMS) 自動培養装置でiPS大量生産 汚染リスクなし 

ニプロと京大開発 

15 
平成24年 
12月1日 

NHKテレビ (中辻, iCeMS) iPS細胞 不整脈の再現に成功 

16 
平成24年 
12月4日 

フジテレビ (中辻)「世界幹細胞サミット」開幕 

17 
平成24年 
12月5日 

日経新聞 42面 
(中辻) iPS細胞 効率量産 京大・阪大 低コスト、実用

化水準 

18 
平成24年 
12月24日 

読売新聞 13面 
(田中, iCeMS) 京都大学品川セミナー テラヘルツ波 保

安・医療分野に応用期待 

19 
平成25年 
1月15日 

読売新聞 11面 
(北川) 京都大学、金属錯体の結晶、大きさで性質変化

（Science & Techフラッシュ） 

20 
平成25年 
1月30日 

朝日新聞 33面 (山中, 水町, iCeMS) 君もノーベル賞 iPSすごろく 

21 
平成25年 
2月5日 

読売テレビ (中辻) 世界初iPS自動解析装置開発 

22 
平成25年 
2月7日 

科学工業日報 3面 
(北川) クオドラント・アワード2013 前回に引き続き日本

人が1位受賞 

23 
平成25年 
2月25日 [web] Nikkei 

(北川) 京大など、汎用原料で高機能樹脂 高分子構造整

える 

24 
平成25年 
3月12日 

ABCテレビ (植田)【世界初】善玉コレステロール生成の仕組みを解明 

25 
平成25年 
3月21日 

NHK Worldテレビ 
 
(中辻) iPS産業の創出 
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